
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　おかえりー！







　下くだりの電でん車しゃが駅えきのホームに着ついて、しばらくすると、改かい札さつ口ぐちの正しょう面めんにある階かい段だんから人ひとがぞろぞろとおりてきた。

　もうすぐ……、ヤマト君くんに会あえる……。

　あたし、黒くろ沢さわ花はな美びは今いま、アメリカから帰かえってくる綾あや瀬せ大和やまと君くんを待まっている。

　ヤマト君くんはあたしより三つ年とし上うえでアメリカの高こう校こう二年ねん生せい。わけあって、二年ねん前まえにあたしの叔お母ばの愛あい子こさんちで、いっしょに暮くらしていたことがある。

　今いまはお父とうさんの仕し事ごとの関かん係けいで、家か族ぞくとアメリカにいる。高こう校こうが夏なつ休やすみに入はいったので、日に本ほんへ帰かえってくることになった。

　目めをこらしてさがしていると、すらっとした長ちょう身しんの男おとこの子こがエレベーターから出でてきた。大おおきなスーツケースと、いくつもの紙かみ袋ぶくろを持もっている。

　改かい札さつ口ぐちをきょろきょろと見み回まわし、あたしと目めが合あうと、ふっと笑え顔がおを見みせた。

　ヤマト君くんだ……。

　そのままヤマト君くんは早はや足あしで改かい札さつ口ぐちを出でて、

「ハナビ、来きてくれたんだね。」

　あたしの前まえで立たち止どまった。

「ひっ、ひさしぶり。ヤマト君くん。」

　胸むねが高たか鳴なって声こえがうらがえる。半はん年としぶりに会あうヤマト君くんは前まえに会あったときよりも、ずっと、ずう～っと大人おとなっぽくなっていて、とってもかっこいい……。

「おそくなって、ごめん。暑あつかっただろ？」

　ヤマト君くんが、ぼ～っとしているあたしの顔かおをのぞく。

「顔かおがまっ赤かだけど、だいじょうぶか？」

「だいじょうぶ！　さっき来きたところだから。」

　ほんとは三十分ぷんも前まえから、ここで待まっていたけれど、そこはナイショにしておく。それに顔かおが赤あかい理り由ゆうは、暑あつさのせいじゃない……。

　緊きん張ちょうしたのは最さい初しょだけで、話はなしだすとおしゃべりは止とまらない。駅えきから愛あい子こさんちに着つくまで、あたしたちは、はなれていたあいだのことを報ほう告こくしあった。

「今いま、ちょうど『夜よるカフェ塾じゅく』をやっている最さい中ちゅうだから、『夜よるカフェ』メンバーの受じゅ験けん生せいは全ぜん員いん、来きているよ。」

　あたしはカフェの前まえでヤマト君くんに言いった。

『夜よるカフェ』というのは、愛あい子こさんが自じ宅たくを改かい装そうして営えい業ぎょうしている『三さん丁ちょう目めカフェ』の場ば所しょを借かりて、毎まい週しゅう水すい曜よう日びの夜よるに開ひらいている子こども限げん定ていのカフェのことだ。

　もともとは、みんなでいっしょにごはんを食たべられる場ば所しょを作つくりたくて、二年ねん前まえに、ヤマト君くんと親しん友ゆう・山やま田だ星空ティナちゃんといっしょに始はじめた。

　最さい初しょは小しょう学がく生せい限げん定ていだったけれど、ヤマト君くんがアメリカに行いってからは、中ちゅう学がく生せいだけの回かいも開ひらくようになった。よく参さん加かしているメンバーはみんな個こ性せい的てきだ。

　今いま、中ちゅう学がく三年ねん生せいで受じゅ験けんをする子こが多おおいので、来こられる日ひに集あつまって、『夜よるカフェ塾じゅく』という勉べん強きょう会かいも行おこなっている。

「ただいま～。ヤマト君くんが帰かえってきたよ～。」

　あたしはカフェのドアを大おおきく開ひらいて、みんなに声こえをかけた。

　店てん内ないのまん中なかにある大おおきなテーブルで勉べん強きょうをしていたメンバーが、いっせいにふりかえる。

「あ～！　ヤマト君くん、おかえりなさい！」

　すぐに声こえをあげたのは、ティナちゃんだ。

「ただいま。みんなもひさしぶり。」

　ヤマト君くんはカフェの中なかに入はいって、手てにしていた紙かみ袋ぶくろをいすの上うえにおろした。

「ちょっと、ちょっと～。ヤマト君くんったら、いちだんとカッコよくなっちゃって～。」

　ティナちゃんと橋はし本もと華か蓮れんちゃんが、ヤマト君くんに近ちかづいていく。

　カレンちゃんは超ちょう有ゆう名めいな中ちゅう高こう一いっ貫かんの進しん学がく校こうに通かよっていて、教おしえ方かたも上じょう手ずなので、『夜よるカフェ塾じゅく』では、ひとつ年とし上うえの鈴すず木き陵りょう馬ま君くんといっしょに先せん生せい役やくをしている。

　ティナちゃんと同おなじクラスの小こ林ばやし也や哉や子こも立たち上あがって、ヤマト君くんにあいさつをした。

　その横よこで、中なか園ぞの美み羽うちゃんは席せきにすわったまま、じっとヤマト君くんを見みている。

　ヤマト君くんはそんなミウちゃんと目めが合あうと、

「初はじめまして。ミウちゃんだよね？　ハナビから話はなしはよく聞きいているよ。バスケがめちゃくちゃ上じょう手ずなんだってね。ヤヤコちゃんと同おなじ高こう校こうに入はいってバスケをいっしょにやるって決きめて、勉べん強きょうすっごくがんばってるんだってね。」

　ヤマト君くんが話はなしかけると、ミウちゃんは口くち元もとをほころばせた。

「まぁ、受うかるかどうかはべつだけどね。」

「ヤマト君くん、ひさしぶりっす。」

　いちばん奥おくの席せきにいたリョウマ君くんが、ヤマト君くんに声こえをかけた。

「ひさしぶり。あれ？　身しん長ちょう、だいぶのびたんじゃないか？」

「あっ!?　気きづいてくれた!?　ここ半はん年としで五センチ、のびたんっすよ。」

　リョウマ君くんはドヤ顔がおで背せ筋すじをのばす。けれど、すぐにティナちゃんが、

「え～？　そうだったの？　しょっちゅう会あってるから、まったく気きがつかなかった。身しん長ちょうなら、わたしものびたし。ねえ、それより、せっかくヤマト君くんが帰かえってきたんだから、プチ歓かん迎げい会かいといきますか!?」

　ティナちゃんがリョウマ君くんをおしのけるように、両りょう手てをのばして言いった。

　ヤマト君くんが『夜よるカフェ』メンバーへのおみやげに、アメリカのおかしをたくさん買かってきてくれた。

　カラフルなパッケージのチョコレートやクッキーやグミが、テーブルいっぱいにならぶと、お腹なかをすかせていたメンバーから歓かん声せいがあがる。

　みんなでおかしをお皿さらに盛もりつけて、紅こう茶ちゃやコーヒーをいれているあいだに、ヤマト君くんは仕し事ごと部べ屋やにいる愛あい子こさんにあいさつにいった。

　庭にわをはさんで向むかいにある仕し事ごと部べ屋やで、愛あい子こさんとヤマト君くんが笑え顔がおで話はなしている姿すがたが、窓まどから見みえる。

　ヤマト君くん、すごく明あかるくなった気きがする。前まえはほとんど笑え顔がおを見みせなかったし、あまり自じ分ぶんから話はなそうともしなかったのに。ミウちゃんとだって、すんなりしゃべっている。

「やっぱカッケーなぁ、ヤマト君くんは。なあ。」

　ふいに、リョウマ君くんがあたしに声こえをかけた。

「あっ、うん……。」

「またまた～。デレデレしちゃって～。」

「そ、そんなことないってば！」

　むきになって言いうと、

「よかったな、ハナビ。」

　ふっと真ま顔がおになって言いってくれた。

「リョウマ君くん、これ、テーブルにならべて。」

　ティナちゃんがキッチンからリョウマ君くんをよぶ。

「はいは～い。」

　リョウマ君くんはクルッと背せを向むけて、キッチンに入はいった。

　ヤマト君くんがもどってくると、『夜よるカフェ塾じゅく』の参さん加かメンバーで〝プチ歓かん迎げい会かい〟が開ひらかれた。

　ヤマト君くんがしてくれるアメリカの高こう校こうの話はなしがおもしろくて、会かい話わがはずむ。結けっ局きょく、『夜よるカフェ塾じゅく』はそのまま終しゅう了りょうの時じ刻こくをむかえ、自じ宅たくから〝避ひ難なん〟してきているティナちゃんをのこして、みんなは帰かえっていった。




　夕ゆう食しょくには、愛あい子こさんが作つくった和わ食しょくが、自じ宅たくのテーブルいっぱいにならんだ。

　ヤマト君くんは、おみやげを用よう意いしてくれていた。

　カフェの仕し事ごとで洗あらい物ものが多おおい愛あい子こさんへは、アメリカで人にん気きのブランドのハンドソープとハンドクリーム。ティナちゃんへは、同おなじブランドのリップクリームだった。二人ふたりともそのブランドを知しっていたので、大おお喜よろこびだ。

「これはハナビに。」

　最さい後ごに、ヤマト君くんはあたしに大おおきな紙かみ袋ぶくろをわたす。

「わ～、なんだろう？」

　ワクワクしながら開あけると、中なかから出でてきたのは、ペンギンがロサンゼルスの野や球きゅうチームのユニフォームを着きたぬいぐるみだった。

　めちゃくちゃかわいい上うえに、なんだかこのペンギン、どこかで見みた覚おぼえが……？

「野や球きゅうを観みに行いった帰かえりに見みつけたんだ。ハナビがよく送おくってくるＬＩＮＥラインのスタンプににてるなって思おもって。」

　あたしの疑ぎ問もんに気きづいたのか、ヤマト君くんがペンギンの両りょう手てをつかんで持もち上あげた。

　バンザイをしたペンギンは、あたしがよくヤマト君くんに送おくる『わーい！』とよろこぶスタンプとそっくりだ。

「ありがとう……。めちゃくちゃうれしい……。」

　ヤマト君くんが、あたしのことをそんなふうに思おもい出だしてくれて、こんな大おおきなぬいぐるみまで手てに取とってくれた。あたしはペンギンを、ぎゅっとだきしめた。
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「も～、見みせつけてくれちゃって～。やけちゃうじゃない！」

　あたしのとなりの席せきにいたティナちゃんが、ペンギンの頭あたまをくしゃくしゃなでた。

　会あえなかった約やく半はん年としのあいだに、『夜よるカフェ』メンバーにはいろんなことがあった。そのひとつひとつを、ティナちゃんとあたしで交こう互ごに報ほう告こくしていく。

　今いままでも、つどつど、あたしからヤマト君くんにＬＩＮＥラインで報ほう告こくはしていたけれど、ヤマト君くんからの返へん信しんはちょっとおそかったり、返かえってこないこともあった。

　ほんとはヤマト君くんがどう思おもっているのかわからなくて、不ふ安あんになったこともある。

　だからヤマト君くんが、今いまこうしてあたしやティナちゃんの話はなしを聞ききながら笑わらったり、おどろいたりする顔かおを見みることができて、すごくうれしい。

「体たい育いく祭さいのあとの、ヤヤコたちのバスケ部ぶの引いん退たい試じ合あいも感かん動どう的てきだったけど、一番ばん大おおきなできごとはリョウマ君くんよね。もう、たいへんだったんだから～。」

　ティナちゃんが言いうと、ヤマト君くんがすぐに聞きき返かえす。

「リョウマが？」

「そうなの。じつはね、リョウマ君くんがね……、本ほん当とうのお母かあさんに会あえたの！」

　ティナちゃんは、うれしそうに報ほう告こくをする。

「えっ、リョウマのお母かあさん？　会あえたの？」

　ヤマト君くんはおどろいた顔かおで、チラッとあたしを見みた。あたしはとっさに目めをそらす。

　ヤマト君くんに、リョウマ君くんの誕たん生じょう会かいをしたことは伝つたえたけれど、お母かあさんのことは話はなしていなかった。ティナちゃんの口くちをふさぐ間まもなく、

「そうなの。お母かあさんが入にゅう院いんされてね、ハナビもいっしょにお見み舞まいに行いったのよ。ねっ？」

　ティナちゃんはあたしを見みた。

「うっ、うん。」

　しかたなく答こたえる。

「へぇ、そうだったんだ。よかったなあ。」

　ヤマト君くんはそう言いって、よく冷ひえている麦むぎ茶ちゃを飲のんだ。

「あっ、そうだわ！　ヤマト君くんは、日に本ほんにいる間あいだ、何なにか予よ定ていはあるの？」

　愛あい子こさんが思おもい出だしたように、話わ題だいを変かえる。

「お盆ぼんに親おや父じといっしょに実じっ家かに帰き省せいして、墓はか参まいりに行いくくらいです。あと、短たん期きでアルバイトをしようかなと思おもって。」

「それならちょうどよかったわ！　ヤマト君くん、お願ねがいがあるの。」

　愛あい子こさんが身みを乗のり出だした。

「『三さん丁ちょう目めカフェ』でバイトしない？　じつはね、早さ紀きちゃんが今こ年としの夏なつは、美び大だいのグループでの課か題だいの制せい作さくがあって、ほとんど来こられないのよ。ハナビもティナちゃんも受じゅ験けん生せいだし、だれか働はたらいてくれる人ひとをさがそうと思おもっていたの。リョウマ君くんも土ど曜よう日びだけ来きてくれることになったんだけど、ちゃんとお給きゅう料りょうもはらうアルバイトとして、どうかしら？」

「もともとカフェの仕し事ごとは手て伝つだわせてもらいたいと思おもっていたから、それはうれしいですけど、給きゅう料りょうはいらないです。愛あい子こさんには、いつもお世せ話わになっているんで。」

　ヤマト君くんはきっぱりと答こたえる。

「そうはいかないわ。ヤマト君くんの大だい事じな時じ間かんを使つかってもらうわけだし、おたがい、気きがねをしないためにも、ちゃんともらってちょうだい。ね？」

　愛あい子こさんもゆずらずに、はっきりと言いった。

「それは……、ありがとうございます。よろしくお願ねがいします。」

　ヤマト君くんが頭あたまを下さげた。

　あたしは、愛あい子こさんありがとう！　と心こころの中なかで手てを合あわせる。

　ティナちゃんとヤマト君くんといっしょに暮くらせるなんて、最さい高こう！





2　三さん者しゃ面めん談だん







「ハナビっ！　そこにすわって。大だい事じな話はなしがあるの。」

　ねる準じゅん備びが終おわると、ティナちゃんがふとんの上うえにすわった。あたしは言いわれるままに、ティナちゃんと向むかい合あってすわる。

「今こ年としの夏なつは大だい事じなときよ。わかってるわよね？」

　カッと目めを見みひらいて、ティナちゃんが言いう。その真しん剣けんな表ひょう情じょうにおされて、あたしは少すこしちぢこまる。

「うん、わかってる。受じゅ験けん生せいなのに、ヤマト君くんのことでうかれている場ば合あいじゃないよね。」

「ちがうわよ！　花はな火び大たい会かいとか、イベントが盛もりだくさんの夏なつ休やすみに、遠えん距きょ離り恋れん愛あい中ちゅうの彼かれが帰かえってきたんじゃない！　もう、目め指ざすものはひとつでしょ!?」

　ティナちゃんが顔かおを近ちかづける。

「えっ、えっと……。」

　あたしがいまいち理り解かいできないでいると、ティナちゃんが顔かおをもっと近ちかづける。

「ファーストキスよっ。」

「えええええ!?」

「『ええ!?』じゃないわよ。それくらい自じ分ぶんでも考かんがえてなきゃ。」

「やっ、でもっ、そっ、そういうことは……。まだ、中ちゅう三だし！　あたしが、どうこうできるものでもないし、ヤマト君くんにはヤマト君くんの都つ合ごうがあるだろうし……。」

　はずかしくて、あたしはまくらに顔かおをうずめた。顔かおがあつくなってくる。

「どんな都つ合ごうよ!?　まったく～。こういうことには、ほんと、うといんだから。でもだいじょうぶ！　わたしにまかせて。ヤマト君くんといい感かんじになるプランをいっしょに考かんがえてあげるから！」

　ティナちゃんは立たち上あがり、メモ帳ちょうとペンを持もってくると、あたしにわたした。ティナちゃんにうながされるままに、ヤマト君くんと行いきたい場ば所しょを紙かみに書かき出だす。

　といっても、いざというとあまり出でてこない。ヤマト君くんがいないあいだは、あれもしたい、これもしたいって、いろいろあったはずなのに……。

　ティナちゃんはメモを見みると、ニコニコしながら読よみ上あげていく。

「プラン①『浴衣ゆかたを着きて、花はな火び大たい会かいに行いく』。浴衣ゆかた、いいわね！　それで～、手てをつないでいっしょに花はな火びを見みるでしょ。『わぁ、きれい。』ってつぶやくハナビ。ヤマト君くんは『君きみのほうがきれいだよ。』と顔かおを近ちかづけて、ファーストキスよ！」

「ああああ！　待まって！　あたしは『花はな火び大たい会かいに行いく』だけで、じゅうぶんだから～。」

　あたしは気き恥はずかしくて、まくらをぎゅっとだきしめる。それでもティナちゃんはやめない。

「プラン②『遊ゆう園えん地ちに行いって、観かん覧らん車しゃに乗のる』。いいじゃない！　ゴンドラがてっぺんについたときに、ファーストキスよ！　プラン③『おしゃれなお店みせで、ごはんを食たべる』。これは、ランチじゃなくて、ディナーじゃなきゃね。帰かえり道みち、手てをつないで、暗くらがりの土ど手てを歩あるきながら、ファーストキスッ！　う～ん、いいじゃない、いいじゃない！」

「うわあああ、むりっ！　ぜったいにむりだから。手てをつないで歩あるくだけでも、ハードルが高たかいし。あたしは、ヤマト君くんのそばにいられるだけで幸しあわせだから！」

　あたしは、こらえきれずティナちゃんからメモを取とり上あげた。その夜よるは目めをつぶっても、ティナちゃんが言いった言こと葉ばが頭あたまの中なかでくりかえされ、なかなかねむれなかった。




　翌よく朝あさ、ティナちゃんとヤマト君くんと三人にんで朝あさごはんを食たべているときも、ファーストキスのことを思おもい出だしてしまい、向むかいにすわっているヤマト君くんをまともに見みられない。

「ハナビ、どうした？　メシを食くってるあいだじゅう、ずっと下したを向むいているじゃん。」

　ヤマト君くんが心しん配ぱいそうな口く調ちょうで言いう。

「心しん配ぱいかけてごめん。なにもないよ！　ねぇ、ティナちゃん？」

「なんか、ねちがえたみたいで、首くびが動うごかないんですって。ねえ、ハナビ？」

　ティナちゃんは今いまにもふき出だしそうな顔かおで、あたしを見みる。ヤマト君くんは、なっとくいかない顔かおをしている。だけど、ファーストキスを意い識しきしてしまっていたなんて、ぜったいに言いえるわけがない。

「おはよう、朝あさから楽たのしそうなのはいいけど、学がっ校こうに遅ち刻こくするわよ～。」

　あとから起おきてきた愛あい子こさんに言いわれて、あたしとティナちゃんは、ヤマト君くんからにげるように家いえを飛とび出だした。




「あ～あ。受じゅ験けんって最さい悪あく。『進しん路ろを決きめろ。』だの『内ない申しん点てんに影えい響きょうする。』だの、きゅうくつでしょうがないわ。」

　学がっ校こうのそばまで来くると、ティナちゃんがぼやいた。

「ほんと、週しゅう末まつの土ど曜よう日びは三さん者しゃ面めん談だんだし……。せっかく、ヤマト君くんが帰かえってきたのに、気きが重おもすぎる。」

　あたしもティナちゃんに同どう調ちょうして、肩かたを落おとす。いやなことを思おもい出だしてしまった。

「三さん者しゃ面めん談だん、ハナビも土ど曜よう日び？　うちも土ど曜ようの四時じからよ。」

「うちは三時じ半はんから。ティナちゃんのママも来くるんだね!?」

「それがさ、三さん者しゃ面めん談だんなんていやがるだろうと思おもってたんだけど、ＬＩＮＥラインを送おくったら、意い外がいとすんなり『行いく！』って返へん事じがあったの。な～んか、テンションが高たかいのよ。早はやく再さい婚こんするためにも、あたしのごきげんをとっておきたいんでしょうけど。」

　文もん句くを言いいながらも声こえははずんでいる。ティナちゃんのママは、体たい育いく祭さいも授じゅ業ぎょう参さん観かんも来こられなかったから、学がっ校こうに来くるとなると、やっぱりうれしいのかな。




　そして三さん者しゃ面めん談だんの日ひがやってきた。

「娘むすめがいつもお世せ話わになっております。」

　教きょう室しつに入はいると、ママは担たん任にんの小こ嶋じま先せん生せいに向むかって、ていねいにおじぎをした。

　こういうとき、ママはちょっとおすましして、よそ行ゆきの顔かおになる。となりにいるあたしは、なんだかこそばゆい。

　小こ嶋じま先せん生せいはふだんと変かわらない落おち着ついた調ちょう子しで、学がっ校こう生せい活かつの様よう子すを話はなした。

　委い員いん会かいも部ぶ活かつもやっていない陰いんキャラなあたしについて、話はなすことはそんなにないだろうと思おもっていた。けれど小こ嶋じま先せん生せいは、歴れき史しの授じゅ業ぎょうに対たいして理り解かい力りょくがあるとか、日にっ直ちょくの仕し事ごとがていねいだとか、応おう援えん団だんの活かつ動どうがすばらしかったとか、ほめてくれた。

　ママは『まぁ、そうですか？』とか、『この子こがですか？』って、聞きき返かえしていたけれど、声こえのトーンは高たかめだから、多た少しょうは気き分ぶんがいいんだろう。

　このまま、きげんよく終おわってくれ！　心こころの中なかでそう念ねんじた。でも、いよいよ進しん路ろの話はなしになると、雲くも行ゆきがあやしくなった。

　先せん週しゅう行おこなわれた進しん路ろ調ちょう査さのアンケートに、あたしは行いきたい高こう校こうがうかばず、リョウマ君くんの高こう校こう〝都と立りつ冨とみ山やま高こう校こう〟の名な前まえを書かいた。そのことに小こ嶋じま先せん生せいがふれた。

「今いまの黒くろ沢さわさんの定てい期き試し験けんの結けっ果かからすると、少すこしむずかしいかもしれません。」

「わたしは志し望ぼう校こうどころか、進しん路ろ調ちょう査さがあったことも知しらなかったです。」

　ママがジロッとあたしを見みる。

「なんで、そこの高こう校こうに行いきたいの？」

　先せん生せいのかわりに、ママが質しつ問もんする。

「とくに、理り由ゆうはないけど、通かよっている子こに楽たのしいって聞きいたから、なんとなく。」

「なんとなくって、もっとしっかり調しらべなさい。そもそも将しょう来らいに向むけて、やりたいこととかはないの？」

「将しょう来らいって言いわれても、まだわからないよ。」

　正しょう直じき、ティナちゃんと同おなじ高こう校こうで、制せい服ふくがかわいいところなら、どこだっていい。

「そうだとしても。」

　まだ言いい足たりなそうなママを止とめるように、小こ嶋じま先せん生せいが口くちを開ひらく。

「今いまの時じ期きなら、だいたいみんな、にたようなものです。これから夏なつ休やすみが始はじまると、いろんな高こう校こうのオープンスクールもあります。秋あきの文ぶん化か祭さいに行いって、はだでその学がっ校こうのふんいきを感かんじてから決きめても、おそくはないですよ。」

　小こ嶋じま先せん生せいはゆっくりした口く調ちょうでママに言いうと、あたしを見みる。

「ただ、どうしても行いきたい高こう校こうが決きまったときに、成せい績せきや内ない申しん点てんであきらめなければならないというのは、ひじょうにもったいない。あせる必ひつ要ようはないけれど、準じゅん備びはしておこう。」

「はい。」

　あたしは心しん底そこなっとくして、うなずいた。

「ありがとうございました。」

　ママと二人ふたりで教きょう室しつを出でた。階かい段だんをおりて教きょう室しつから遠とおざかると、ママがふりかえる。

「進しん路ろ調ちょう査さ、ママは聞きいてないわよ。どうして大だい事じなことを言いわないの。そんなことなら、もう家いえに帰かえってきなさい。」

「それはいや。」

　あたしはすぐに言いい返かえす。ほら、ぜったいにそう言いわれると思おもった。だからママとは受じゅ験けんの話はなしをしたくなかったんだ。

　ママはあからさまにため息いきをつく。

「ただでさえ、あなたは中ちゅう学がく受じゅ験けんで失しっ敗ぱいしているんだからね。」

「入にゅう試しには落おちたけれど、失しっ敗ぱいじゃないもん。この中ちゅう学がくに入はいったからティナちゃんにも会あえたし、ヤヤコたちとも仲なか良よくなれたんだよ。『夜よるカフェ』だって……。」

「それが勉べん強きょうのじゃまになっているんじゃないかって、ママは心しん配ぱいなの。そもそも、愛あい子この家いえにいると、勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできないでしょ。あの子こも勉べん強きょうはすぐにサボるタイプだったし。今こん度ど、ママからも話はなしておかなきゃ。ちゃんとやることをやらないんだったら、すぐに帰かえってこさせるわよ。『夜よるカフェ』でいつまでも遊あそんでないで、しっかり進しん路ろのことも考かんがえなさい。いいわね？」

　ママはあたしが反はん論ろんするすきもないくらいにあわただしく言いいのこして、仕し事ごとがあるからと、駅えきへ向むかった。

　あたしはママといっしょの電でん車しゃに乗のりたくないから、ゆっくり歩あるいて愛あい子こさんちへ帰かえる。

「『夜よるカフェ』は遊あそびじゃないもん。」

　ひとりになってつぶやく。ママに言いわれたことを思おもい出だすと、だんだん腹はらが立たってきた。

　小こ嶋じま先せん生せいは、あたしのいいところも言いってくれていた。ママだって、体たい育いく祭さいのときは、応おう援えん団だんに感かん動どうしていたじゃない。だけど、そんなことより成せい績せきのほうが、ママにとってはずっと重じゅう要ようなんだ……。

　あぁ、もう。もっと言いい返かえせばよかったと後こう悔かいすらわく。こうなったら、何なにがなんでも、受じゅ験けんと『夜よるカフェ』を両りょう立りつさせてやるんだから！

「ただいまっ。」

『三さん丁ちょう目めカフェ』のドアを開あけると、思おもいのほか、バタンと大おおきな音おとが鳴なってしまった。さいわいなことに、閉へい店てんまぎわの店てん内ないに、お客きゃくさんはいない。

「いらっしゃいませ～。お客きゃく様さま、だいぶいら立だっていらっしゃるみたいなので、いやしのお席せきへどうぞ～。」

　土ど曜よう日びはアルバイトに来くることになったリョウマ君くんが、あたしをカウンター席せきに案あん内ないする。

　カウンターの向むこう側がわでは、ヤマト君くんがカフェラテをいれる練れん習しゅうをしていた。

「おかえり。三さん者しゃ面めん談だんはどうだった？」

　ヤマト君くんはコーヒーに目めを落おとしながら、チラッとあたしを見みる。

「最さい悪あくだった……。ママったら、『夜よるカフェ』で遊あそんでないで、しっかり将しょう来らいのことを考かんがえて勉べん強きょうしなさいって。でないとうちに帰かえってこさせるわよって、まるでおどしよ、おどし。将しょう来らい、将しょう来らいって、そんなの、まだわかんないよ！」

　話はなしながら、また腹はらが立たってきた。すると……、

「ただいま！」

　こんどはティナちゃんがカフェのドアをいきおいよく開あけた。

「もうっ、ちょっと聞きいてよ！　三さん者しゃ面めん談だん、最さい低ていだった！」

　カウンター席せきまでズカズカ歩あるいてくると、席せきにすわった。

「とりあえず二人ふたりとも、これを飲のんで落おち着つけ。」

　ヤマト君くんが、練れん習しゅうでいれていたカフェラテをあたしとティナちゃんの前まえに出だした。

　カフェラテのまろやかなあわとコーヒーの苦にがみが口くちの中なかでとけ合あって、心こころを落おち着つかせていく。やっと冷れい静せいになってきたころ、愛あい子こさんがカフェに入はいってきた。

「ハナビ、ティナちゃん、おかえり。よかったわ。みんなにちょっと話はなしがあるの。」

　愛あい子こさんがカウンター席せきにすわった。

「じつはね、近きん所じょに引ひっ越こしてきた人ひとがいるの。ブラジルの方かたなんだけど、その娘むすめさんが小しょう学がく五年ねん生せいで、前まえから『夜よるカフェ』に来きたいって言いっているそうなの。だけど、まだ日に本ほん語ごがほとんど話はなせなくて、通つう訳やくができる人ひとがいないから、おことわりしていたの。でも、その子こは英えい語ごは話はなせるから、ヤマト君くんがいる夏なつ休やすみのあいだだけなら来きてもらえるかもって思おもったのよ。どうかしら？」

　愛あい子こさんが、みんなの顔かおを見みまわしてたずねる。

「わぁっ！　前まえに言いっていた子こ!?　ぜひ、来きてほしい！」

　あたしは立たち上あがって答こたえる。

「ブラジルから!?　たいへん、ブラジル語ごも勉べん強きょうしておかないと！」

　ティナちゃんが声こえをはずませる。

「ブラジル語ごじゃねえよ、ポルトガル語ごだよ。『夜よるカフェ』もついに国こく際さい化か！　ヤマト君くん！」

　リョウマ君くんが言いい、みんながヤマト君くんに期き待たいの目めを向むける。

「おれも、その子こに来きてもらいたい。」

　ヤマト君くんがはっきりと答こたえる。

「じゃあ、連れん絡らくしておくわね！」

　愛あい子こさんは軽かるい足あしどりで、カフェを出でていった。





3　ヤマトとリョウマ







　終しゅう業ぎょう式しきが終おわり、夏なつ休やすみに入はいった。進しん路ろ指し導どうの先せん生せいは、受じゅ験けん生せいにとって、この夏なつ休やすみは大だい事じなときだから、『気きをぬかないように。』と何なん度ども念ねんをおした。

　気きをぬいてなんかいられないよ！　ママに『夜よるカフェ』は遊あそびじゃないってことを証しょう明めいするためにも、勉べん強きょうも『夜よるカフェ』も、どっちもがんばるって決きめたんだから。

『夜よるカフェ』で初はじめて外がい国こく人じんの子こをむかえることになったニュースは、すぐに『夜よるカフェ』メンバーに共きょう有ゆうされた。

　愛あい子こさんの話はなしによると、その子こはラウラという名な前まえの女おんなの子こで、日に本ほん語ごはあいさつくらいしか話はなせず、学がっ校こうではまだ友ともだちができないらしい。

　だから『夜よるカフェ』では、ぜひ楽たのしんでもらいたいな──そんな思おもいでふるい立たち、メニュー決ぎめにも力ちからが入はいる。

　そして、グループＬＩＮＥラインや『夜よるカフェ塾じゅく』のときに、みんなでメニューを考かんがえた結けっ果か、ひさしぶりに〝野や菜さいたっぷり夏なつ野や菜さいカレー〟にしようということになった。

　せっかくラウラちゃんが来くるんだから、〝流ながしそうめん〟や〝ＢＢＱバーべキュー〟〝きもだめし〟なんていうアイディアも出でたけれど、ヤマト君くんが『まずは、ふだんの〝夜よるカフェ〟のふんいきを知しってもらったほうがいいと思おもう。』と提てい案あんした。

　その意い見けんには、みんな大だい賛さん成せい。ほかの楽たのしそうなアイディアは、また別べつの機き会かいにやろうという話はなしでまとまった。

　ほんとは今こん週しゅうの水すい曜よう日びが『小しょう学がく生せいナイト』のはずだったけれど、水すい、木もく曜よう日びは、愛あい子こさんが用よう事じがあるため来らい週しゅうに持もちこしになった。




「じゃあ、行いってきます。ハナビも出でかけるなら、戸とじまりをよろしくね。」

　愛あい子こさんが、ふりかえって言いった。

「きょうはひさしぶりに、ハナビひとりでお留る守す番ばんだから、勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできるんじゃない？」

　くつをはきながら、あたしにたずねる。

　きょうからカフェが工こう事じ中ちゅうで、愛あい子こさんもヤマト君くんもティナちゃんも、みんな出でかけている。

　ティナちゃんは、春はるから参さん加かしている松まつ永なが律りつさんの映えい画が『ゴーストタクシー』の撮さつ影えい合がっ宿しゅくだ。

　リツさんは大だい学がくの映えい画がサークルで仲なか間まと映えい画がを作つくっていて、ティナちゃんはその新しん作さく映えい画がに、女おんなの子この幽ゆう霊れい役やくで出しゅつ演えんしている。

「ひとりだとさびしいから、あとで図と書しょ館かんに行いこうかな。」

　ふと思おもい立たち、答こたえる。

「それもいいわね。夕ゆう方がたから、雨あめがふるみたいだから、かさを持もっていったほうがいいわよ。」

　愛あい子こさんは折おりたたみがさをバッグに入いれ、家いえを出でていった。

　午ご後ごになって、あたしはヤマト君くんにＬＩＮＥラインを送おくり、図と書しょ館かんへ出でかけた。

　夜よるの七時じをすぎ、お腹なかがすいて夕ゆうごはんのことしか頭あたまにうかばなくなってきたころ、あたしは自じ習しゅう室しつを出でる。

　けれど、図と書しょ館かんを出でようとしたところで、雨あめがふりはじめた。たしか、折おりたたみがさを持もってきたはず、とバッグの中なかをさがしたけれど見みあたらない。

　あ～、わすれている……。お腹なかがすいたから、早はやく帰かえりたいのに～。

　うらみがましく空そらを見み上あげていると、

「あれ？　ハナビ？」

　ふいによびかけられた。

「リョウマ君くん!?　びっくりしたあ。」

　かさをわすれて立たち往おう生じょうしている人ひとたちにまぎれて、リョウマ君くんが立たっていた。

「ハナビも、図と書しょ館かんにいたんだ。」

「うん。きょうは家いえにだれもいないから。ここならすずしいし、しずかだし。」

「さすが、受じゅ験けん生せい～。」

　リョウマ君くんはからかうように笑わらう。

「リョウマ君くんもかさをわすれたんでしょ？」

「前まえにも、言いったろ？　これくらいの雨あめなら、くもりといっしょだぜ。でも、本ほんがぬれるのはこまるな。」

　リョウマ君くんはスマホを取とり出だし、雨あま雲ぐもの状じょう況きょうを調しらべた。ネットの情じょう報ほうだと雨あま雲ぐもは小ちいさいみたいなので、あたしたちは図と書しょ館かんの外そとにあるテラスのベンチにすわり、雨あめがやむのを待まつことにした。

「ほいっ。食くうか？」

　リョウマ君くんは、ミニサイズのバターロールがたくさん入はいった袋ふくろを出だした。

「食たべるっ！　リョウマ様さま、最さい高こうです！　すごい、こんな大おおきな袋ふくろのパンをいつも持もち歩あるいているなんて。」

　あたしは空くう腹ふくの限げん界かいをむかえていたので、すぐさまパンにかじりつく。

「おれをだれだと思おもっている？」

　リョウマ君くんは得とく意いげに言いった。

「ところで、リョウマ君くんは何なにか調しらべもの？　勉べん強きょうしていたの？」

　あたしはリョウマ君くんの重おもそうなバッグを見みて、たずねた。

「ん？　ああ。夏なつ休やすみの課か題だいな。受じゅ験けん勉べん強きょう中ちゅうも、ここの図と書しょ館かんの自じ習しゅう室しつをよく使つかっていたからな。」

「へ～、そうだったんだ。やっぱり、ちゃんと勉べん強きょうはしていたんだね。リョウマ君くんは、いつ勉べん強きょうしてるのかなって不ふ思し議ぎだったんだ。」

「フッフ、人ひとには見みせねえとこが、カッコいいだろ？」

「ほんとにかっこいい人ひとは、そういうことを自じ分ぶんから言いいません～。」

「たしかに！」

　リョウマ君くんがカラッと笑わらい、バターロールをもうひとつくれた。
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「そういえば、この前まえの進しん路ろ調ちょう査さでね、第だい一志し望ぼうにリョウマ君くんの高こう校こうの名な前まえを書かいたの。そうしたら先せん生せいに、『今いまのままじゃ少すこしむずかしい。』って、言いわれちゃった。もともと無む理りなのはわかっているし、ほかに高こう校こうの名な前まえが思おもいつかなかったっていうのもあるけど。」

　あたしはじょうだんっぽく言いった。けれど、

「ぜんぜん、無む理りじゃねえよ！　まだ夏なつ休やすみだし、今いまからがんばれば、入はいれるよ。」

　リョウマ君くんはまじめな顔かおで言いう。

「前まえにも言いったけど、いい高こう校こうだよ。学がっ校こうのイベントとかをさ、生せい徒とが自じ由ゆうに企き画かくしてやれるんだ。まだ時じ間かんはあるし、ハナビならだいじょうぶだよ。」

「……ありがとう。なんかやる気きが出でてきた。」

　こんなふうに『だいじょうぶ。』って言いってもらえると、すなおにうれしい。それに、リョウマ君くんが言いうと、自じ分ぶんでもそう思おもえてくるから不ふ思し議ぎだ。

「まぁ、べつに、ほかにもいい学がっ校こうはあるだろうし、行いきたい高こう校こうが見みつかれば、それはそれでいいしな。」

　リョウマ君くんは言いいながら、空そらを見み上あげた。あたしもつられて、空そらを見みる。

「そうだ。おまえのトウモロコシ、とりに来こいよ。自じ分ぶんが植うえたのを収しゅう穫かくして食くうって、特とく別べつにうまいぜ。」

　リョウマ君くんは明あかるく話はなす。

「とれたてほやほやのをゆでて食たべるのが、また最さい高こうなんだ。あのうまさを味あじわったら、ほかのトウモロコシが食くえなくなるぜ。」

「う～、すぐにでも行いきたい～！」

　とりに行いきたい。またあの縁えん側がわにすわって、勉べん強きょうをわすれて、のんびりトウモロコシを食たべたいなあ。

「たまには、勉べん強きょうの息いきぬきも必ひつ要ようだぞ。なんなら……、ヤマト君くんもいっしょに、来くればいいよ……。」

　リョウマ君くんが言いったとき、あたしはなぜか胸むねがつまった気きがした。そのとき──。

「あっ、雨あめがやんだみたい！」

　エントランスに出でてきた女じょ子し高こう生せいらしき女おんなの子こが、明あかるい声こえで言いった。

　気きがつくと雨あめはあがっていて、すずしい風かぜがふいている。

「う～し、やんだ、やんだ。じゃ、帰かえるか。」

　立たち上あがったリョウマ君くんは、うでをあげて体からだを思おもいっきりのばした。




　家いえに帰かえると、キッチンにあかりがついているのが見みえた。

「ヤマト君くん！　先さきに帰かえってたんだね。」

　キッチンをのぞくと、ヤマト君くんがひとりで夕ゆうごはんを作つくっていた。

「おかえり。」

　ヤマト君くんはチラッとあたしを見みて、しょうゆをなべに入いれる。

「いいにお～い。ねぇ、ねぇ、何なにを作つくってるの？」

　あたしは、なべをのぞいた。

「親おや子こ丼どん。」

　ヤマト君くんは卵たまごをときながら答こたえる。

「わ～、おいしそ～。」

「ハナビも、食くうか？」

「あたしの分ぶんもあるの？」

「あたりまえだろ？　だけど……。」

　ヤマト君くんはなぜか、そこで言こと葉ばをつまらせる。

「えっ？」

「いや、なんでもない。じゃあ、ハナビはミツバを切きって。」

「はいっ！」

　あたしは声こえをはりあげた。このおいしそうな親おや子こ丼どんをすぐに食たべられるなら、ミツバでもなんでも切きります！

　ヤマト君くんが作つくった親おや子こ丼どんはものすごくおいしくて、パンを食たべたあとでも関かん係けいなく、ぺろりとたいらげた。

「ごちそうさまでした！」

　あたしは、ヤマト君くんに向むかって手てを合あわせた。

「あいかわらずの食たべっぷりだったな。」

　ヤマト君くんはふっと笑わらう。あ～この笑え顔がお、好すきだな……。

　二人ふたりでかたづけをしていると、

「日にち曜よう日びは、塾じゅく、休やすみだったよな？」

　食しょっ器きをあらいながら、ヤマト君くんがたずねた。

「え？　うん、休やすみだよ。」

　休やすみと言いいながらも、模も試しが近ちかいから、ふだんと変かわりはないけれど……。

「今こん週しゅうの日にち曜よう日び、愛あい子こさんは仕し事ごとで『三さん丁ちょう目めカフェ』が休やすみだし、どこか行いくか？」

　ヤマト君くんはいちど手てを止とめて、あたしを見みた。

「えっ!?」

　思おもってもみなかった言こと葉ばにおどろき、グラスを落おとしそうになる。

「いや、なんか、ハナビと……、二人ふたりで出でかけてないなと思おもって。だから、ハナビの行いきたいところに行いこう。」

　ヤマト君くんは照てれくさそうに言いった。

「行いくっ。遊ゆう園えん地ちに行いきたいっ。」

　あたしは答こたえる。まさか、ヤマト君くんからさそってくれるなんて思おもいもしなかった。

　だけど、ティナちゃんと話はなした、観かん覧らん車しゃでのファーストキスの話はなしを思おもい出だして、急きゅうにはずかしくなる。

「じゃあ、遊ゆう園えん地ちで決きまりだな。」

　ヤマト君くんは洗あらった食しょっ器きを水みず切きりカゴにならべた。

　あたしは部へ屋やにもどるとすぐに、撮さつ影えい合がっ宿しゅく中ちゅうのティナちゃんにＬＩＮＥラインを送おくって報ほう告こくした。





4　遊ゆう園えん地ちデート







　まっ青さおな空そらにはえる、カラフルなアトラクション。太たい陽ようのギラギラした光ひかりに照てらされて、光ひかりかがやく巨きょ大だいなジェットコースター。

　子こどもたちの楽たのしそうなはしゃぎ声ごえや、明あかるく流ながれる音おん楽がく。それだけで幸しあわせな気き分ぶんになる。何なによりうれしいのは、ヤマト君くんがとなりにいることだ。

「どれから乗のる？　遊ゆう園えん地ちはハナビのリクエストだから、好すきなのを選えらんでいいよ。」

　ヤマト君くんが遊ゆう園えん地ちのマップを見みながら、たずねる。

「えっ、あたしが決きめちゃっていいの!?　じゃあ、あれに乗のりたい。」

　ジェットコースターを指ゆびさした。タイミングよく、車しゃ両りょうがいちばん高たかい山やまから、すべりおりてくるところだった。

　乗のっている人ひとたちの『キャーー！』というさけび声ごえが聞きこえてくる。

　あたしは、じつは絶ぜっ叫きょうマシーンが大だい好すき。その大だい好すきな乗のり物ものに、ヤマト君くんといっしょに乗のれるなんて……。

「えっ!?　いきなり？」

　ヤマト君くんはおどろいて、あたしを見みる。

「あっ、ダメ？」

「いや、ダメってことはないけど……。」

「もちろん、ほかのでもいいよ。ヤマト君くんが乗のりたいのにしよう。」

　あたしも、ヤマト君くんが見みているマップをのぞいた。

「いいよ。ハナビがそんなに好すきなら、行いこう！」

　ヤマト君くんはマップをとじて、ジェットコースターへ向むかって、歩あるきだした。

　乗のり場ばには行ぎょう列れつができていて、二十分ぷん待まちになっていた。

「うわ～、何なん年ねんぶりだろう～。」

　うずうずして、手てすりから身みを乗のり出だす。そのとき『ギャーーーー!!』というさけび声ごえとともに、車しゃ両りょうがすぐそばのレールを走はしりぬけていく。

「ね、ヤマト君くん、見みた!?　今いま、あそこらへんで、パシャッて光ひかったよね？　カメラがあるみたい！」

　ふりかえって、ヤマト君くんに声こえをかけた。

「ハナビは、ジェットコースターがそんなに好すきだったんだな。」

　ヤマト君くんは落おち着ついた声こえでたずねる。

「うん。大だい好すき！　もしよかったら、ヤマト君くんもカメラの前まえで、いっしょのポーズを取とらない？」

　あたしは両りょう手てを少すこしあげて、バンザイのポーズを見みせた。

「えっ？　いっしょのポーズ？」

　ヤマト君くんは、ギョッとした顔かおをする。

「あっ、ごめん。いやだったら、いいの。気きにしないで。」

　カップルで、いっしょに同おなじポーズを取とるって、好すきじゃないのかも。ひょっとして、あたし、うかれすぎているのかな？

　興こう奮ふんをおさえて、ヤマト君くんのとなりで、おとなしく順じゅん番ばんが来くるのを待まった。

　ついに乗のり場ばまでたどり着つくと、大おおきな音おとをたてながら車しゃ両りょうが到とう着ちゃくした。

　スタッフのお姉ねえさんの指し示じにしたがい、車しゃ両りょうに乗のりこんで、安あん全ぜんバーを上うえからおろす。

「ヤマト君くん、どうしよう。今いまになって緊きん張ちょうしてきた～。」

　安あん全ぜんバーから首くびだけのばして、となりのシートにいるヤマト君くんに声こえをかける。

　けれど、ヤマト君くんは無む言ごんのままだ。

「それでは～、行いってらっしゃ～い！」

　スタッフのお姉ねえさんが、明あかるい声こえで言いった。ヤマト君くんのまっ青さおな顔かおを見みて、ようやく理り解かいする。

「ヤマト君くん。もしかして、ジェットコースターが苦にがっ……。」

　言いいかけたとき、車しゃ両りょうはいきおいよく動うごきはじめた。

　ヤマト君くん、だいじょうぶかな？　そういえば、ずっと静しずかだったのは、こわかったから？　もしそうだったら、ごめんね。あたしのわがままを聞きいてくれたんだよね。

　車しゃ両りょうは、ようしゃなく入いりくんだレールを走はしりまわる。そして、急きゅうにガクンとスピードを落おとして、いちばん高たかい山やまの斜しゃ面めんをのぼりはじめた。

　ヤマト君くんに声こえをかけようとしたとたん、車しゃ両りょうは急きゅうな斜しゃ面めんを一いっ気きに下か降こうした。体からだが少すこしうきあがり、心しん臓ぞうがひゅっとくすぐったくなる。

　山やまをすべりおりてからも、のぼったりおりたりターンしたりしたあと、車しゃ両りょうはけたたましい音おとをたてながら乗のり場ばにもどり、急きゅう停てい車しゃした。

　安あん全ぜんバーが上あがると、おそるおそるヤマト君くんを見みる。

　ヤマト君くんは何なにも言いわずに立たち上あがり、車しゃ両りょうをおりた。けれど、うしろからだと、あきらかにふらついて見みえる。

　声こえをかけようにも、なんて言いったらいいかわからない。だまったまま歩あるいていると、出で口ぐちの前まえで、急きゅう降こう下か中ちゅうに撮さつ影えいされた写しゃ真しんが液えき晶しょうパネルに映うつし出だされているのが見みえた。

　あたしたちが乗のったのは、たしか三列れつ目め……。

「ぷっ……。」

　あたしは、自じ分ぶんたちが写うつった写しゃ真しんを見みて、こらえきれずにふき出だした。

「あははははは。あたしもヤマト君くんも、ひどい顔かお！」

　今いまにも白しろ目めをむきそうな顔かおのあたしと、歯はをくいしばって必ひっ死しに安あん全ぜんバーをにぎりしめたヤマト君くんが写うつっている。

「おまえ、笑わらいすぎ。こっちは死しにかけたんだからな。」

　ヤマト君くんはおこった顔かおをしたけれど、写しゃ真しんを見みて、笑えみがこぼれる。

「無む理りやりつきあわせちゃって、ごめんね。ヤマト君くんがまさか、ジェットコースターが苦にが手てなんて思おもいもしなくて……。」

「悪わるかったな。」

　ヤマト君くんは、はずかしそうな顔かおで、そっぽを向むく。

「言いってくれればよかったのに。」

「ハナビがすごく好すきだって言いうから、いっしょに乗のりたかったんだ。それに、ひさしぶりだから、もうだいじょうぶかなと思おもって。あ～、かっこ悪わるいな。」

　ヤマト君くんが、頭あたまをかかえる。あたしよりもずっと大人おとなっぽくて、いつも冷れい静せいで、クールになんでもこなしてしまうヤマト君くんにも、こんなところがあったなんて。

　それでも、あたしが好すきなことにつきあってくれたことが、すごくうれしい。

「かっこ悪わるくなんかないよ。ヤマト君くん、ありがとう。わすれられない思おもい出でになった。記き念ねんに、写しゃ真しんを買かっておこうかな？」

　あたしは、バッグからおさいふを出だすそぶりを見みせる。

「やめろっ。」

　ヤマト君くんは顔かおを赤あかくして、あたしの頭あたまを軽かるくこづくふりをした。

「じゃあ次つぎは、ヤマト君くんがいちばん好すきなものに乗のろう！　あたしも、なんでもつきあうから。どんな乗のり物ものでも、オーケーだよ。」

　外そとへ出でて、あたしは胸むねをはって言いった。こんどこそは、ヤマト君くんにもしっかり楽たのしんでもらうんだ！

　けれど、言いったすぐそばから、しまったと思おもった。遊ゆう園えん地ちは大だい好すきだけど、苦にが手てな場ば所しょがひとつだけある。まさか、お化ばけ屋や敷しきは選えらばないよね……？

「よし、なんでもつきあうんだな？」

　ヤマト君くんは、にやりとして、マップを広ひろげた。

　連つれてこられたのは、お化ばけ屋や敷しきだった。廃はい墟きょのようなうすよごれた建たて物ものに、おどろおどろしい幽ゆう霊れいの絵え、看かん板ばんには『都と市し恐きょう怖ふ伝でん説せつ』と書かかれている……。

「ほかにも、アトラクションって、たくさんあるよね……？」

　あたしはぼうぜんと立たちすくみ、ヤマト君くんにたずねる。

「アメリカの友ともだちが、ホラーやお化ばけ屋や敷しきマニアでさ。そいつが、日に本ほんに行いったら、ここのお化ばけ屋や敷しきを体たい験けんしたいって、さんざん話はなしていたんだ。」

　ヤマト君くんは、いきいきとしゃべる。

「へっ、へえ～。そんなに有ゆう名めいなんだね。」

「ハナビ、もしかしてお化ばけ屋や敷しき、苦にが手て？　もしいやだったら、ほかでもいいよ。」

　ヤマト君くんはマップを開ひらきなおす。

「だいじょうぶ！」

　せっかく遊ゆう園えん地ちに来きたんだから、ヤマト君くんにも楽たのしんでもらいたい。

　そうよ、おばけが何なによ！　となりにヤマト君くんがいてくれるなら、問もん題だいないでしょ！

「平へい気き、平へい気き。どうせ中なか身みは人ひとだもんね。」

　あたしは強つよ気きになって、笑わらってみせた。

「無む理りするなよ。ほんとにいいんだな？　さっきのおれみたいになるぞ。」

　ヤマト君くんが笑わらう。

「だいじょうぶ。こうしていれば、こわくない。」

　あたしは、ヤマト君くんのＴティーシャツのすそをつかんだ。

「わかった。こわかったら、目めをつぶっとけよ。」

　ヤマト君くんはやさしい声こえで言いい、Ｔティーシャツをつかんでいたあたしの手てをそっとにぎりしめた。

　ほっぺが、カァッとあつくなる。ヤマト君くんとこんなふうにくっついて歩あるけるなら、むしろ最さい高こうかも……？

　夢ゆめ見み心ごこ地ちで、ヤマト君くんに手てを引ひかれながら、あたしはお化ばけ屋や敷しきに足あしをふみ入いれた。

　ところが……、

「いやぁぁ！　来こないでぇぇ！」

　力ちからのかぎり、声こえをあげる。だって、目めをつむっていても、おそろしい声こえやバケモノのうなり声ごえが、すぐそばで聞きこえるんだもん。

「ハナビ、おれのうしろにまわれ。」

　ヤマト君くんが声こえをかけて、あたしの手てを引ひいた。

「うっ、うん。」

　必ひっ死しにヤマト君くんのうでをつかむ。とつぜん、風かぜなのか布ぬのなのか、よくわからないものがあたしの背せ中なかにふれ、

「ぎゃぁぁ！　ごめんなさ～いっ！　あっちへ行いって～！」

　大おお声ごえで恐きょう怖ふをはねのけるように、わめきちらした。

　自じ分ぶんがどこをどう歩あるいているか、まわりがどういう状じょう況きょうなのかもわからない。

　だけど、ヤマト君くんがずっと、あたしをかばうように前まえを歩あるいてくれているのがわかる。

　どれくらいの時じ間かんがたったのか……、ふいに、あたたかい太たい陽ようの光ひかりを感かんじた。

「ハナビ、だいじょうぶか？」

　ヤマト君くんの声こえが聞きこえ、ようやく目めをあける。気きづけば、そこはお化ばけ屋や敷しきの出で口ぐちで、あたしはへっぴりごしで、ヤマト君くんのうでにしがみついていた。

「わっ、ごめん。」

　とっさに、手てをはなす。

「そこまで苦にが手てなら、そう言いえばよかったのに。」

「あたしだって、ヤマト君くんが好すきなものを、いっしょに楽たのしみたかったから……。」

「ありがとう。楽たのしかったよ。」

　ヤマト君くんは、にっこり笑わらった。

「そういえば、ハナビがおばけに向むかって『ごめんなさ～いっ！』ってさけびまくっていたのも、おもしろかったな。

　たしか、このお化ばけ屋や敷しきでもとちゅうで写しゃ真しんを撮とられたから、記き念ねんに一枚まい買かっていくか。」

　ヤマト君くんがからかうように言いい、おさいふを出だすしぐさを見みせた。

「もう！　いらない～！」

　ヤマト君くんの背せ中なかをおしながら、お化ばけ屋や敷しきをあとにした。
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　おたがいが苦にが手てなところを見みせ合あったあとは、何なにを見みてもどんな乗のり物ものに乗のっても楽たのしくて、たいしたことじゃないのに、はしゃいで笑わらい合あった。

　そして、日ひが暮くれてきたころ、

「最さい後ごにひとつくらいは乗のれるかな。何なにに乗のりたい？」

　ヤマト君くんがたずねた。

「あっ、えっと……。」

　答こたえにつまる。ほんとは最さい後ごに乗のりたいのがあるけど、どうしよう……。でも！

「か、観かん覧らん車しゃがいい。」

　勇ゆう気きを出だして、答こたえる。

「そういえば、乗のってなかったな。いいよ。」

　ヤマト君くんはあっさりと答こたえ、乗のり場ばに向むかって歩あるきだした。

　入いり口ぐちに着ついて、おどろいた。家か族ぞくづれの人ひともいるにはいるけれど、ならんでいる人ひとのほとんどがカップルだ。

　ティナちゃんとのファーストキスの話はなしを思おもい出だし、胸むねがドキドキしてくる。

　あぁ、意い識しきしすぎているよね。照てれくさくて、ヤマト君くんの顔かおがまともに見みられない……。

　ゴンドラに先さきに乗のりこむと、ぐらんと少すこしゆれた。あたしは右みぎ側がわの席せきにすわり、ヤマト君くんはゆれをおさえるように、向むかいの席せきにすわった。

　ゴンドラはゆっくりと地ち上じょうからはなれ、高こう度どをあげていく。

　ヤマト君くんもあたしも、さっきまではあんなにおしゃべりをしていたはずなのに、せまいゴンドラの中なかは、シーンと静しずまりかえっている。

　頭あたまの中なかで、ファーストキスの話はなしがじゃまをして、自し然ぜんに話はなしかけられない。ヤマト君くんも何なにか考かんがえごとをしているのか、ずっとだまったままだ。

　あたしは話わ題だいをさがそうと、外そとをながめた。すると、眼がん下かにひろがる遊ゆう園えん地ちに夕ゆう日ひがさしこみ、景け色しき全ぜん体たいがキラキラとかがやいて見みえた。

　ジェットコースターやおどろおどろしいお化ばけ屋や敷しきですら、うっすらとオレンジ色いろにかがやいている。

「うわぁ。」

　思おもわず声こえをあげる。

「キレイだな。」

　ヤマト君くんも、景け色しきを見みながらつぶやいた。その声こえが、せまいゴンドラの中なかで、すごく近ちかくに聞きこえる。

「きょうは、楽たのしかったね。いっぱい笑わらった。」

　あたしが笑わらいかけると、

「最さい初しょは、どうなるかと思おもったけどな。」

　ヤマト君くんも、ふっと笑わらう。

　考かんがえてみたら、ヤマト君くんのこと、まだまだ知しらないことがいっぱいあった。

　だって、二年ねん前まえに愛あい子こさんちで出で会あって、いっしょにいたのは、ほんの二か月げつくらい。それからはずっとアメリカと日に本ほんで、はなればなれだ。

　そのあいだ、ヤマト君くんは二回かいほど帰き国こくしたけど、二人ふたりだけですごせたのは、ほんの数すう日じつ……。

　それなのに、ずっと好すきでいられたなんて、まるで奇き跡せきみたいだ。ヤマト君くんはどうなのかな？　今いまもほんとに、あたしのこと、好すきなままでいてくれるのかな？

　美うつくしい景け色しきをながめながら、そんなことを考かんがえているうちに、ゴンドラは地ち上じょうにもどった。





5　初はじめてのケンカ







　遊ゆう園えん地ちからの帰かえり道みち。

「夕ゆうごはんは、食たべて帰かえろうか。」

　駅えきが見みえてきたところで、ヤマト君くんが時と計けいを見みながら言いった。

　あたりには、いろんなレストランやお店みせがならんでいて、思おもわずおしゃれなカフェに目めがとまる。あたしはヤマト君くんが食たべたいものをたずねた。

「じゃあ、ここがいいかな。」

　ヤマト君くんが立たち止どまったのは小ちいさな古ふるいラーメン屋やの前まえで、店みせの中なかから元げん気きな声こえが聞きこえてくる。

「あっ、ハナビはラーメンじゃないほうがよかった？」

「ううん。大だい好すき！」

「よかった。」

　ヤマト君くんは、そっとあたしの背せ中なかをおして、二人ふたりで店てん内ないに入はいった。

　カウンター席せきでは、体たい格かくのいいお兄にいさんやスーツ姿すがたの男おとこの人ひとがいて、ズズーッと音おとをたててラーメンをすすっている。

　ラーメン自じ体たいは大だい好すきだけど、こういう店みせに入はいるのは初はじめてで、ちょっと緊きん張ちょうする。カウンター席せきにすわると、ヤマト君くんはかべのメニューをながめた。

「おれは〝味あじ玉たまラーメン〟。ハナビはどれにする？」

「えっと……。」

　メニューの品ひん目もくは少すくないけれど、写しゃ真しんがないので、どういうものが出でてくるのかよくわからない。あせって、あたしもヤマト君くんと同おなじものを注ちゅう文もんした。

　カウンターの向むこう側がわで、頭あたまにタオルをまいたおじさんが、テンポよくラーメンを作つくっているのを、ヤマト君くんは楽たのしそうにながめている。

「ヤマト君くんは、よくラーメン屋やさんに行いくの？」

「あぁ、ひとりのときは、けっこう行いくかな。」

「そうだったの！」

「そんなに、おどろくことか？」

「だって、ヤマト君くんは、カフェでサンドイッチとかパスタを食たべてそうだから。」

「どんなイメージだよ。」

　ククッとヤマト君くんが笑わらう。そのとき、

「へいっ、お待まち。味あじ玉たまラーメン二丁ちょう。」

　店てん主しゅのおじさんが、ラーメンをふたつ、カウンターにおいた。

「いただきます。」

　ヤマト君くんは目めをキラッとさせて、わりばしをわった。

　なれた手てつきでスープをひとくち飲のんで満まん足ぞくそうにほほえむと、ほかのお客きゃくさんたちと同おなじように、ズズズ～ッといい音おとをたててラーメンをすすりはじめる。

「ハナビも、早はやく食くわないと、のびるぞ。」

「うん。いただきます。」

　あたしもあわてて、はしでめんを口くちに運はこんだ。

「おいしい～！」

　その声こえが聞きこえていたのか、ヤマト君くんがにっこり笑わらった。濃のう厚こうな豚とん骨こつしょうゆのスープが、口くちの中なかにじわっとしみわたる。

　二人ふたりとも、ほぼ何なにもしゃべらずに夢む中ちゅうでラーメンをすすり、最さい後ごはしっかりとスープを飲のみほした。




「あ～、おいしかった～。」

　駅えきのホームで、あたしはお腹なかをさすった。

「あいかわらず、いい食たべっぷりだったな。」

　ヤマト君くんはクスッと笑わらう。

「ヤマト君くんの食たべっぷりには、かなわないよ。」

　ちょっと照てれながら、言いい返かえす。

　きょうは、いろんなことがあった。そのつど、今いままで知しらなかったヤマト君くんの姿すがたを知しることができた。そのどれもが新しん鮮せんだった。

　ふと、売ばい店てんのかべにはってあるポスターに目めがとまった。再さ来らい週しゅう末まつに行おこなわれる花はな火び大たい会かいのものだ。これは、ぜったいに行いきたい！

「あのっ、ヤマト君くん。再さ来らい週しゅうの土ど曜よう日びって、何なにか予よ定ていが入はいってる？」

　ドキドキしながら、たずねた。

「たしか、その日ひは『三さん丁ちょう目めカフェ』で働はたらいているけど……。」

　ヤマト君くんは、あたしが言いおうとしていることに気きがついたのか、同おなじポスターを見みる。

「七時じからなら、バイトが終おわってからでも、じゅうぶん間まに合あうな。行いくか？」

「うん！　行いきたい。」

「じゃあ、再さ来らい週しゅうの土ど曜よう日びの七時じは花はな火び大たい会かいな。あっ、電でん車しゃが来きたぞ。」

　さらりと答こたえて、ホームの白はく線せんに近ちかよった。

　やった！　ヤマト君くんと、花はな火び大たい会かいに行いける。今こ年としこそ、いっしょに行いける！　また二人ふたりで、出でかける約やく束そくができた。そのことが、うれしくてしょうがない。

　でも、もしもヤマト君くんがずっと日に本ほんにいたら、いつもこんなふうに約やく束そくができるのかな。

　週しゅう末まつは気き軽がるに映えい画がを観みに行いったり、秋あきには高こう校こうの文ぶん化か祭さいに行いったり、黄き色いろく色いろづいたイチョウ並なみ木きを二人ふたりで歩あるいたり、桜さくらがさいたらお花はな見みをしたり……。

　なんて……、ぜいたくなお願ねがいだよね。

　今いまだって遊ゆう園えん地ちに行いけて、ならんでラーメンを食たべて、次つぎは花はな火び大たい会かいにも行いけるんだから。会あえないときとくらべたら、じゅうぶんなのに。

　となりにすわっているヤマト君くんのぬくもりを感かんじながら、ちょっぴりさびしくなった。

　電でん車しゃを乗のりかえたとき、スマホからＬＩＮＥラインの通つう知ち音おんが連れん続ぞくで鳴なった。映えい画がの撮さつ影えい合がっ宿しゅくに行いっているティナちゃんと、同おなじクラスの吉よし本もと美み和わからだ。

　ティナちゃんからは、『遊ゆう園えん地ちデートはどうだった？　わたしは今いま、帰かえりの高こう速そく道どう路ろで渋じゅう滞たいにまきこまれてま～す』と書かいてある。

『おつかれさま、たいへんだね。家いえで待まってるよ～』と返へん信しんをすると、すぐに『ところでさ～。やっぱり、リツさんはカッコいいわ。でもね、意い外がいとカイト君くんもいいかも～』と返かえってきた。

　カイト君くん──佐さ久く間ま海かい斗とくんはリツさんの後こう輩はいだ。リツさんの映えい画がに出しゅつ演えんしていたティナちゃんのファンになり、今いまは映えい画がの撮さつ影えいを手て伝つだうようになった。ティナちゃんは、なんどかいっしょに映えい画がを観みに行いったりしている。

　これは、気きになる。ヤマト君くんを見みると、自じ分ぶんのスマホを開ひらいている。ちょっと安あん心しんして、あたしはティナちゃんに返へん信しんを送おくったあと、美み和わとのトーク画が面めんを開ひらいた。

『きょうさ、じつは図と書しょ館かんの自じ習しゅう室しつで、澤さわ田だにぐうぜん会あったの』と書かいてあった。クラスメイトの澤さわ田だ君くんは美み和わの片かた想おもいの相あい手てだ。

　既き読どくがつくのを待まっていたかのように、美み和わからさらにメッセージがとどく。

『だけどね、澤さわ田だが他た校こうの女じょ子しとしゃべっていたの！　あれは、だれ!?』

　しっ、知しらないよ！　なんて答こたえればいいんだろ？　ただでさえ、美み和わとのＬＩＮＥラインは長なが引びくことが多おおい。どうしようかな？

　そう思おもった矢や先さき、またメッセージがとどいた。こんどはリョウマ君くんからだった。

『あした、野や菜さいをとどける約やく束そくなんだけど、急きゅう用ようが入はいって少すこしおそくなる。すみませんって、愛あい子こさんに伝つたえておいて』という連れん絡らくだ。

　ヤマト君くんもまだ、スマホを見みてるかな？　確かく認にんしようとすると、目めが合あった。

「あっ、ごめんね。ＬＩＮＥラインが多おおくて。」

「べつに、いいよ。」

　ヤマト君くんは答こたえながら、自じ分ぶんのスマホに目めをうつした。美み和わとリョウマ君くん──それぞれに返へん信しんを送おくり、何なん通つうかやりとりをしたあと、ようやく落おち着ついた。

　顔かおをあげると、ヤマト君くんはスマホをとじて、窓まどの外そとの景け色しきをながめている。

「お待またせ。ティナちゃんからＬＩＮＥラインが来きたんだけどね、撮さつ影えいの帰かえり道みちで、渋じゅう滞たいにまきこまれているみたい。」

「夏なつ休やすみ中ちゅうの週しゅう末まつだから、だいぶおそくなりそうだな。」

「そうだね。でね、ティナちゃんに、新あたらしい恋こいの予よ感かんがあるみたいなの。カイト君くんって、おぼえてるかな？　前まえに、ヤマト君くんにもＬＩＮＥラインで送おくったと思おもうんだけど……。」

「えーっと、だれだっけ？　あっ、着ついた。おりるぞ。」

　ヤマト君くんは、電でん車しゃがホームに到とう着ちゃくするのを見みながら立たち上あがると、ドアに向むかって歩あるきだした。

「あっ、うん。」

　スマホをポケットにしまい、いそいでヤマト君くんのあとを追おいかけた。

　ヤマト君くん、どうしたんだろう？　考かんがえごとをしているのか、駅えきを出でてからずっと、だまったまま歩あるいている。

　さっき、あたしがずっとスマホをいじっていたのが、いけなかったのかな？

　ちょっと気きまずい空くう気きを変かえたくて、あたしから声こえをかける。

「ヤマト君くんは、高こう校こうの友ともだちと連れん絡らくをとってる？」

「メールは送おくっているよ。」

「アメリカでは、ＬＩＮＥラインは使つかってないの？」

「ＬＩＮＥラインじゃなくて、にたようなアプリは使つかっている。けど、基き本ほん的てきに好すきじゃないんだ。」

　ヤマト君くんははっきりと、言いい切きった。

「……そうだったんだ……。」

　返かえす言こと葉ばが見みつからない。あたしがヤマト君くんにＬＩＮＥラインをたくさん送おくっていたのも、迷めい惑わくだったりしたのかな……？

「っていうか、ＬＩＮＥラインやメールだと、伝つたえたいことが、相あい手てにちゃんとは伝つたわらない気きがして、苦にが手てなんだ。」

　ヤマト君くんはつけくわえるように、少すこしやわらかい口く調ちょうで言いった。

「そうだね……電でん話わとかのほうが、いいよね。」

　たしかに、ＬＩＮＥラインでやりとりするよりも、直ちょく接せつ会あったり電でん話わで話はなしたりしたほうが、相あい手ての表ひょう情じょうや声こえのトーンを感かんじられる。

　だけど、それができない場ば合あいは……？

　ヤマト君くんがアメリカに行いっているあいだ、あたしは、ほとんど電でん話わできなかったよ。

　どうしてもヤマト君くんの声こえが聞ききたくて電でん話わをかけたら、時じ差さのせいで、ヤマト君くんをこまらせてしまったこともある。

　話はなしを聞きいてほしくて、考かんがえて、考かんがえて、なんども打うちなおしながらＬＩＮＥラインを送おくったけれど、メッセージが返かえってきたのは、数すう日じつ後ごだったこともある。

　返へん事じを待まつあいだ、あたしってヤマト君くんにとって、どうでもいいやつなのかなって、落おちこんだりしたことも……。

　せめて、スタンプだけでももらえたら……。あたしの思おもいがとどいたことがわかるだけでも、うれしかったと思おもう。

　だけど、もっと返へん信しんがほしいとは言いえなかった。ヤマト君くんにきらわれたくなくて、言いえずに、ずっとがまんしてきた。

　おしこめていた、さびしかった思おもいが、そのままわきあがってくる。

「でも、ヤマト君くんからだったら、スタンプが来きただけでも、うれしいよ……。」

　あたしはつぶやいた。

「えっ？」

　ヤマト君くんが立たち止どまって、ふりかえる。

「あっ、えっと……。ヤマト君くんがアメリカに行いっているあいだ、ＬＩＮＥラインを送おくっても、返へん事じがなかなか返かえってこないとき、ちょっと、さびしかったから。わすれられちゃったのかと思おもうときもあって……。

　そんなとき、スタンプだけでももらえていたら、すごくうれしかったと思おもうから。」

　あたしは、言こと葉ばを選えらびながら、思おもっていたことを伝つたえた。

「ＬＩＮＥラインの返へん信しんがないだけで、そんなふうに思おもうんだな。」

　ため息いきといっしょに、冷ひややかな声こえが返かえってくる。

「だから好すきじゃないんだよ、ＬＩＮＥラインは。ハナビのことを、わすれるわけないだろっ。」

　ヤマト君くんがいら立だった口く調ちょうで言いう。

「ごっ、ごめんね、勝かっ手てな思おもいこみだから、気きにしないで。あたしはただ、さびしかっただけだから……。」

　あわてて言いいなおしてみたものの、ヤマト君くんのおこったような表ひょう情じょうは変かわらず、あたしを見み返かえす。

「さびしいって言いうけど、ハナビには、いつもリョウマがいたじゃないか。」

「えっ……？」

　思おもってもみない返へん事じにおどろく。

「どうしてリョウマ君くんが出でてくるの？　関かん係けいないよ。」

「ハナビがそう思おもっているだけで、リョウマにとってはちがうんじゃないか？」

「そんなことないよ。リョウマ君くんは友ともだちだし、あたしやティナちゃんのお兄にいちゃんみたいなものだよ。」

　あたしははっきりと答こたえる。

「そうかな？　このあいだだって……。」

　ヤマト君くんは何なにか言いいかけたけれど、顔かおをさっとそむけた。

「このあいだって、なんのこと？」

　わけがわからず、聞ききなおすと、

「この前まえの……、雨あめの日ひだよ。」

　小ちいさな声こえで答こたえる。

「ハナビが折おりたたみがさを玄げん関かんにわすれていたから、図と書しょ館かんに持もっていったんだ。」

「あっ……。」

　瞬しゅん間かん、リョウマ君くんとパンを食たべながら、雨あまやどりをしたときのことを思おもい出だした。

「二人ふたりが話はなしているのを見みて、引ひき返かえしたけど。」

「そうだったの……？　せっかく来きてくれたのに、ごめんなさい。」

　あたしはヤマト君くんの顔かおを見みた。知しらなかった。まさかあのとき、ヤマト君くんが来きてくれていたなんて。

「いいよ、あやまらなくて。こっちが勝かっ手てに行いっただけだし。」

　ヤマト君くんは視し線せんをそらす。

「でもほんとに、ちがうよ。あのときだって、トウモロコシの話はなしをしていただけだよ。こんど、ヤマト君くんといっしょに、とりにおいでよって、そういう話はなしだったの。ほんとに、何なにもないよ。リョウマ君くんは友ともだちだもん。」

　あたしはヤマト君くんのうでをつかんで言いう。

「だけど、ハナビは、いっしょにリョウマのお母かあさんに会あいに行いったんだろ。それって、リョウマにとってはよっぽどのことだろ？　おれだったら、ただの友ともだちに、いっしょに来きてくれなんて、たのまない。」

　ヤマト君くんがあたしを見みる。

「それは、リョウマ君くんが……。」

　その瞬しゅん間かん、帰かえり道みちの土ど手てで、泣ないているリョウマ君くんに、だきしめられたときのことが、頭あたまをよぎった。

　とっさに目めをそらす。返かえす言こと葉ばが出でてこない。
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「ほらな。言いい返かえせないじゃないか。」

　ヤマト君くんは、つかんでいるあたしの手てをはなす。

「どうして、そんなことを言いうの……？　話はなしがすりかわってるよ……。リョウマ君くんのことは、関かん係けいないのに。」

　涙なみだがこぼれそうになるのを、必ひっ死しにこらえる。

「おれだって、こんな話はなしをしたくないよ。けど、頭あたまからはなれないんだよ。」

　ヤマト君くんは頭あたまをかきむしり、背せを向むけると、大おおきくため息いきをついた。

「ごめん。もう、やめよう。」

　ぽつりとつぶやいて、家いえに向むかって歩あるきはじめた。





6　恋こいって？







　あれからヤマト君くんとは、ずっと気きまずいままだ。

　同おなじ家いえに住すんでいるから、まったく言こと葉ばをかわさないわけではないけれど、会かい話わにはならないし、あまり目めも合あわせていない。

　デートのとき、あんなに笑わらい合あっていたのが、夢ゆめみたいだ……。

　けっきょく心こころに重おもりが残のこったまま、水すい曜よう日びの『小しょう学がく生せいナイト』の日ひがやってきた。

　きょうはブラジル人じんのラウラちゃんが来くる日ひ。楽たのしい気き持もちでむかえたいと思おもっていたのに……。なかなか気き持もちが切きりかえられない。

　ティナちゃんが、背せ中なかを丸まるめてそうじをしているあたしの背せ中なかを、トントンッとたたく。

「気きにしない、気きにしない。」

　日にち曜ようの夜よる、ティナちゃんが撮さつ影えい合がっ宿しゅくから帰かえってきて、部へ屋やのすみで泣ないているあたしを見みつけた。あたしは楽たのしかったデートのことより、そのあとのケンカのことを話はなした。

「ケンカできるくらい仲なか良よくなったってことよ。」

　ティナちゃんは明あかるく言いってのけた。その言こと葉ばに、ちょっとだけはげまされる。

『夜よるカフェ』に向むけて準じゅん備びが進すすむなか、中ちゅう二の立たて石いし七なな海みちゃんは看かん板ばんに、きょうのメニューを書かいていて、キッチンでは、ヤマト君くんとリョウマ君くんがいっしょにカレーの下したごしらえをしている。

　何なにも知しらないリョウマ君くんは、気きさくにヤマト君くんに話はなしかけ、ヤマト君くんはそれにたいして、何なに事ごともなかったかのように、いつもどおりに答こたえている。

　ヤマト君くんは今いま、どう思おもっているんだろう……？　でも、それを聞きく勇ゆう気きはない。

　ヤマト君くんがキッチンからはなれたすきに、中なかにある台だいぶきんとテーブルクロスを取とりに入はいった。そのまま急いそいで出でようとしたとき、

「お～い、ハナビ。」

　リョウマ君くんがあたしをよび止とめた。

「ほいっ、味あじ見み、味あじ見み。」

　小こ皿ざらにカレーをよそって、あたしの目めの前まえにさし出だす。しょうがやニンニクがきいたスパイシーなかおりに、引ひきよせられる。

　けれどそのとき、ヤマト君くんがキッチンにもどってくるのが見みえた。

「あっ、えっと、あたしより、ヤマト君くんに味あじ見みをしてもらったほうがいいよ。」

「いつもはよろこんで、ふたくちは食くうじゃんか。どうした？」

　リョウマ君くんは、きょとんとした顔かおでたずねる。

「べつに、何なにもないよ。ヤマト君くんのほうが、料りょう理り上じょう手ずだから。」

　あたしはそのまま、にげるようにキッチンを出でた。




　十七時じ半はんをすぎて、料りょう理りとカフェの準じゅん備びがととのうと、小しょう四のナオ君くんやほかの男だん子しメンバーが次つぎ々つぎにカフェにやってきた。

「おっす。きょうはニューメンバーが来くるぜ。それも、ブラジル人じんの子こ。」

　リョウマ君くんがナオ君くんたちに声こえをかける。

「えっ!?　ブラジル!?　じゃあ、サッカーがうまいの？」

　ナオ君くんと仲なかがよく、最さい近きん参さん加かするようになったサッカー少しょう年ねんのユウキ君くんが目めの色いろを変かえる。

「どうだろうな？　来きたら、聞きいてみなよ。」

「ブラジル語ご、しゃべれない。」

「ブラジル語ごじゃなくて、ポルトガル語ごだけどな。だいじょうぶ、きょうはヤマト君くんが英えい語ごで通つう訳やくしてくれるから。」

　リョウマ君くんが、カウンターの前まえに立たっていたヤマト君くんをしょうかいした。そのあいだに、リサちゃんやなっちゃん、最さい初しょのころから通かよっているメンバーたちが次つぎ々つぎとカフェに入はいってくる。

「あっ、ヤマト君くん！　おかえり！」

　リサちゃんは、いちばんにヤマト君くんのもとへかけよった。

「やぁ、ひさしぶり。大おおきくなったね。」

　ヤマト君くんもうれしそうに、おしゃべりをしている。

　入いり口ぐちのあたりで、ごたごたとみんなが集あつまっていると、

「ただいま～。」

　愛あい子こさんが入はいってきた。

「きょうから、『小しょう学がく生せいナイト』に参さん加かすることになった、五年ねん生せいのラウラちゃんよ。」

　愛あい子こさんのうしろにかくれていた女おんなの子こが、ひょこっと顔かおをのぞかせる。

　ラウラちゃんは大おおきな目めで、あたしたちを見みまわすと、少すこしはずかしそうに右みぎ手てを小ちいさくあげた。

　あさ黒ぐろいはだに、カーリーヘアがよく似に合あっている。かわいい女おんなの子こだ。

「ボ、ボア　タージ（こんにちは）！」

　いちばん近ちかくにいたあたしは、とっさに、おぼえたてのポルトガル語ごであいさつをした。緊きん張ちょうして、うまく発はつ音おんできているかわからないけれど、ラウラちゃんはにっこりほほえんで、

「ボーア　タージ。」

　きれいな発はつ音おんで返へん事じをしてくれた。つ、通つうじた！

「オオ～。」

　みんなから小ちいさく歓かん声せいがあがる。

「あっ、えっと、ナイス　トゥー　ミート　ユー（はじめまして）。マイ　ネーム　イズ　ハナビ（あたしはハナビです）。えっと……。そうだ！　ウェルカム　トゥー　『ヨルカフェ』（『夜よるカフェ』へようこそ）！」

　あたしは元げん気きよく言いった。なんとか言いえたけど、これ以い上じょうは言こと葉ばが出でてこない。

　ラウラちゃんは次つぎにあたしが何なにか言いうのを待まっている。つかのま、だれも何なにも言いい出だせない状じょう態たいでいると、ティナちゃんが自じ己こ紹しょう介かいを始はじめる。

「ハーイ。マイ　ネーム　イズ　ティナ（わたしの名な前まえはティナです）。」

　堂どう々どうと英えい語ごで言いったけれど、それ以い上じょうは言こと葉ばが出でてこないらしく、すぐにとなりにいるナナミちゃんにバトンタッチをする。

　ナナミちゃんは、びっくりするほどスラスラと、英えい語ごであいさつをした。えーっ、ナナミちゃん、英えい語ごしゃべれるんだ～！

　リョウマ君くんまで終おわると、あたしのうしろにいたヤマト君くんが、笑え顔がおで声こえをかける。

「Hiハイ! Iア'イmム Yamatoヤマト.（おれはヤマト）Iア'イmム soソー gladグラッド toトゥー seeシー youユー, Lauraラウラ.（ラウラに会あえて、うれしいよ）」

「グラッド　トゥー　シー　ユー　トゥー（わたしも会あえてうれしい）。」

　ラウラちゃんは少すこし安あん心しんした表ひょう情じょうで、ヤマト君くんと握あく手しゅをかわした。
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　ヤマト君くんは英えい語ごで『夜よるカフェ』の説せつ明めいをして、リサちゃんやなっちゃんたち、小しょう学がく生せいメンバーを英えい語ごでしょうかいする。きれいな英えい語ごをスラスラ話はなすヤマトくんの姿すがたに、みんなの目めがうばわれる。

　子こどもたちはみんな緊きん張ちょうした顔かおで、自じ分ぶんたちからは声こえをかけられずに、ラウラちゃんを見みている。

　ラウラちゃんは、みんなの注ちゅう目もくが自じ分ぶんだけに集あつまっている状じょう態たいがはずかしいみたいで、なんどか足あしもとに目めを落おとした。

　その気け配はいに気きづいたのか、ヤマト君くんが声こえをかける。

「Areアー youユー hungryハングリー?（お腹なかはすいてる？）」

「イエス（うん）。」

　ラウラちゃんは笑え顔がおで答こたえた。

「Soソゥ let'sレッツ haveハブ dinnerディナー!（それじゃあ、夕ゆうごはんにしよう！）」

　ヤマト君くんが言いい、チラッとあたしを見みたけれど、あたしは思おもわず目めをそらした。もう、あたしったら、まだ引ひきずっている……。

「そっ、そうね。じゃあ、ごはんにしよう！　きょうは夏なつ野や菜さいカレーで～す。」

　ティナちゃんがみんなに声こえをかけた。

　料りょう理りが全ぜん員いんにいきとどくと、子こどもたちはいつもすわっている席せきにつき、カレーを食たべはじめる。

　ティナちゃんがリサちゃんたち女じょ子しメンバーといっしょに、大おおきなテーブル席せきにすわり、リョウマ君くんは男だん子しメンバーたちと、庭にわに面めんしたソファ席せきのまわりに集あつまった。

　みんなラウラちゃんのことが気きになってはいるけれど、やっぱりまだ話はなしかけられないみたいだ。

　ラウラちゃんはヤマト君くんと二人ふたりで、カウンターのそばの席せきにすわった。

　ヤマト君くんは英えい語ごで何なにか話はなすと、両りょう手てを合あわせて『イタダキマス。』と言いってみせる。ラウラちゃんもかたことの日に本ほん語ごで言いい、手てを合あわせた。

「Greatグレイト!（いいね！）」

　ヤマト君くんはにっこり笑わらい、二人ふたりでカレーを食たべはじめた。

　最さい初しょは少すこしうつむいたり、もじもじしたりしていたラウラちゃんだったけれど、ヤマト君くんと話はなしているうちに、緊きん張ちょうがほぐれていったのか、だんだんと声こえが大おおきくなり早はや口くちになっていく。

　話はなしたいことが、次つぎから次つぎへとあふれ出でてきているみたいだ。ヤマト君くんはラウラちゃんの話はなしを、おどろいた顔かおをしたり、ゆっくりうなずいたりして真しん剣けんに聞きいている。

　かと思おもうと、ヤマト君くんがじょうだんか何なにかを言いって、ラウラちゃんがおかしそうに笑わらうこともあった。

　英えい語ごだから、会かい話わの中なか身みまではわからないけれど、とても楽たのしそうで、まわりにいる子こどもたちの視し線せんが集あつまる。

「ヤマト君くん、すごい。英えい語ごの発はつ音おんもきれいだし、かっこいいね。」

　ナナミちゃんがカレーをよそいながら、あたしを見みた。

「そうだね～。」

　いつもより声こえのトーンを上あげて答こたえる。

「あっ、でも、ナナミちゃんも英えい語ごがじょうずだね。さっきも、すらすら自じ己こ紹しょう介かいをしていて、びっくり！」

「小しょう学がっ校こうのとき、英えい会かい話わに通かよっていたから。」

　ナナミちゃんは、えんりょがちに笑わらった。

　二人ふたりでカレーをよそい、席せきへ行いこうとしたとき、ラウラちゃんのとなりのテーブルにいるリサちゃんとなっちゃんたちが、顔かおをよせ合あって、何なにか相そう談だんをしているのが見みえた。

　ティナちゃんの『行いってみようよ。』と、さそう声こえが聞きこえてくると、

「あのっ、わたしもラウラちゃんとお話はなししてもいい？」

　なっちゃんが立たち上あがって、ヤマト君くんに聞きいた。

「もちろんだよ。よかった。ラウラも、みんなに日に本ほんのことについて、いろいろ聞ききたいみたいだよ。」

　ヤマト君くんが女おんなの子こたちに言いった。

「どんなこと？」

　五年ねん生せいのコノミちゃんがたずねる。

「『学がっ校こうの年ねん間かん予よ定てい表ひょうを見みたら、マラソン大たい会かいって書かいてあったんだけど、どうしても出でないといけないの？』って。」

　ヤマト君くんが、ラウラちゃんの質しつ問もんをみんなに伝つたえた。

「マラソンがきらいなの？」

　リサちゃんがラウラちゃんを見みる。ヤマト君くんが、リサちゃんがたずねたことを英えい語ごで伝つたえると、ラウラちゃんはうなずいた。

「リサもいっしょ!!　マラソンは苦にが手て。いやだよね。かぜ気ぎ味みだと言いって休やすんじゃえばいいよ。」

　リサちゃんが当とう然ぜんのことのように答こたえた。それをヤマト君くんが英えい語ごに訳やくして伝つたえると、

「ザッツ　ア　グッド　アイディア（それはいい考かんがえだね）。」

　ラウラちゃんが笑わらった。すると、なっちゃんがヤマト君くんにたずねる。

「さっき、二人ふたりで話はなしていたとき、なんであんなに笑わらってたの？」

「ラウラは最さい初しょ、マラソン大たい会かいがあるって聞きいたとき、大人おとなのマラソン選せん手しゅのように、四十二・一九五キロも走はしらなきゃいけないのかって思おもったんだって。」

　ヤマト君くんが答こたえると、笑わらいがおきる。

「そんな～、死しんじゃうよ。安あん心しんして！　たぶん二～三キロだと思おもうよ！」

　なっちゃんは、ラウラちゃんを見みながら日に本ほん語ごで声こえをかけた。ヤマト君くんがそれを英えい語ごで説せつ明めいすると、ラウラちゃんは照てれながら笑わらった。

　みんながおしゃべりをしている様よう子すを見みながら、ティナちゃんがくやしそうな顔かおで、あたしのとなりにやってくる。

「あ～、わたし、今いまになって後こう悔かい。もっとちゃんと英えい会かい話わの勉べん強きょうをしてくればよかった。でもさ、英えい語ごの授じゅ業ぎょうはまともに受うけてきたのに、どうしてこんなにしゃべれないわけ!?」

「ホント！　いざとなると、ぜんぜん、出でてこない。」

　あたしも、ため息いきをついた。

「それにしても、ヤマト君くんってカッコいいわね～。英えい語ごペラペラだし、それに、ふんいきからして大人おとなっぽい。でもさぁ、ヤマト君くんって、前まえはもっと暗くらかったわよね。人ひとをよせつけない感かんじでさ。あのころにくらべると、まるで別べつ人じん。」

　ティナちゃんが言いった。ほんとにそうだ。アメリカに行いってヤマト君くんは変かわった。

　最さい初しょは女じょ子しだけだったグループに、ユウキ君くんがくわわり、ナオ君くんたちのグループがくわわり、輪わがどんどん大おおきくなっていく。

　その中ちゅう心しんで、ヤマト君くんが楽たのしそうに笑わらっている。

　英えい語ごで話はなすヤマト君くんは、いきいきしていて、お兄にいさんっぽくてかっこいい。ティナちゃんが言いうとおり、前まえとはちがう人ひとみたいだ。また知しらないヤマト君くんの顔かお。

　遊ゆう園えん地ちに行いったときは、意い外がいな面めんを見みられてうれしかった。だけど、なぜだろう。今いまはすごく遠とおく感かんじる……。

　とつぜん、ユウキ君くんの声こえが聞きこえた。

「みんなで、サッカーをやりたい！」

「えー、サッカーはここじゃできないよ。何なにかほかのゲームやろうよ。」

　なっちゃんが言いうと、子こどもたちはラウラちゃんもいっしょにできるゲームを考かんがえはじめて、最さい終しゅう的てきに〝ハンカチ落おとし〟に決きまった。

　ヤマト君くんがラウラちゃんにルールを説せつ明めいするあいだに、ほかのみんなでテーブルをはしによせ、まん中なかに広ひろいスペースを作つくる。

　ゲームが始はじまっても、最さい初しょラウラちゃんは、ルールがよくわからなかったみたいで、となりにいるヤマト君くんになんども質しつ問もんをしていた。

　けれど、そんなラウラちゃんのうしろに、オニになったリョウマ君くんがニヤニヤしながら、ハンカチを落おとした。

　ラウラちゃんは、自じ分ぶんのうしろにハンカチが落おとされたことに、すぐには気きがつかなかったけれど、手てがハンカチにふれた瞬しゅん間かん、おどろいて、うれしそうに飛とび上あがった。

　その反はん応のうに、みんながわいた。歓かん声せいが飛とびかうなか、ラウラちゃんが猛もうスピードでリョウマ君くんを追おいかける。

　けっきょく、リョウマ君くんにはにげられてしまったけれど、ラウラちゃんはオニになって、楽たのしそうにハンカチを持もって、ぐるぐるとみんなの周まわりを走はしっていた。

　そのあとも、〝ハンカチ落おとし大たい会かい〟は盛もり上あがり、『夜よるカフェ』が終おわるまで続つづいた。




　帰かえりの時じ間かんになり、ヤマト君くんがラウラちゃんを家いえに送おくっていくため、二人ふたりでカフェを出でた。愛あい子こさんも来きて、ラウラちゃんに教おそわったポルトガル語ごで、みんなで見み送おくりをする。

「チャオ！　ラウラ。」

　愛あい子こさんが手てをふり、あたしもぎこちないポルトガル語ごで声こえをかける。

「アテ　ローゴ（またね）！」

　ラウラちゃんはあたしたちに手てをふり、ヤマト君くんといっしょに帰かえっていった。

　きょうは、『夜よるカフェ』に集しゅう中ちゅうできないままだった。ラウラちゃんとも、ぜんぜんおしゃべりできなかった。けれど、笑え顔がおで帰かえっていくラウラちゃんにうれしくなる。

　ヤマト君くんや、みんなのおかげだ……。

　ティナちゃんとナナミちゃんが女じょ子しのメンバーを、リョウマ君くんが男だん子しメンバーを家いえまで送おくるあいだ、あたしはカフェのかたづけを始はじめた。

　気き合あいを入いれてお皿さらをあらっていると、しばらくして、リョウマ君くんが帰かえってきた。

「ただいま～。きょうも楽たのしかったな。」

「おつかれさま！　家いえまで送おくってくれて、ありがとう。」

　あたしは元げん気きよく声こえをかける。

「〝ハンカチ落おとし〟をなめてたぜ。あれは心しん理り戦せんだな。あんなにおもしろいとは思おもわなかったぜ。みんな、めちゃくちゃ真しん剣けんだったもんな。」

「ほんとだね～。」

　答こたえながらも、ヤマト君くんがいつ帰かえってくるかが気きになって、チラッと窓まどの外そとを見みる。

「ところで、おまえさ、ヤマト君くんと何なにかあったのか？」

　とつぜん、リョウマ君くんがたずねた。

「えっ？　べつに、何なにもないよ。」

「ふ～ん。」

　うたがうように、あたしを見みる。

「まっ、ハナビが言いいたくないなら、いいけどさ。」

「ほんとに、だいじょうぶだから。」

　答こたえながら、ふと思おもった。リョウマ君くんは、あたしの〝だいじょうぶ〟じゃないときに、いつも気きがつく。

「恋こいっていうのは、いいときばっかりじゃないんだよなあ。いろいろあるから恋こいなんだよなあ。おれは自じ分ぶんが傷きずついても、それでもいいって思おもうのが恋こいだって思おもうけど……。」

　リョウマ君くんがつぶやいたひとことが、胸むねにグサッとささった。
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7　女じょ子し会かい







　次つぎの日ひ、塾じゅくへ行いっても、まったく勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできないまま、窓まどの外そとをぼんやりながめていた。リョウマ君くんが言いっていたことが頭あたまに浮うかんでくる。

　傷きずついてもいいって思おもえるのが恋こいって……。そんなこと、考かんがえてもみなかった。

　そもそも、恋こいってなんだろう？　あたし、今いままでヤマト君くんが好すきって言いいながら、何なにも考かんがえていなかった気きがする。

　授じゅ業ぎょう中ちゅう、先せん生せいが教きょう室しつを出でたすきに、うしろの席せきにすわっているティナちゃんからＬＩＮＥラインがとどいた。

　ポップな色いろ合あいの招しょう待たい状じょうのようなイラストといっしょに、『彼かれ氏しとのケンカになやんで、ため息いきをついているあなた！　たまにはハメを外はずしちゃおう！　明日あした、金きん曜よう日びの夜よるは、わたしの家いえでピザパーティーよ！』とメッセージが書かかれている。

　あたしはすぐにふりかえる。ティナちゃんはＶブイサインをして、にっこり笑わらう。

　声こえを出だせないので、『行いく！　ぜったいに、行いく！』と返へん事じを打うった。

　夕ゆうごはんのときに、ティナちゃんとあたしは、愛あい子こさんにパーティーのことを報ほう告こくした。

「ママとイッセイは、明日あしたから仕し事ごとで、家いえにいないみたいなの。だからピザをたのんで、女じょ子し会かいをしようと思おもって。『夜よるカフェ』中ちゅう学がく生せい女じょ子し全ぜん員いんに声こえをかけたら、みんな来くるって。」

　ティナちゃんが言いうと、愛あい子こさんはグッと親おや指ゆびを立たてる。

「オーケーよ！　思おもいっきり、楽たのしんできなさい。ただし、夜よ中なかに出で歩あるくのはダメよ。」

「はいっ！」

　あたしとティナちゃんは、口くちをそろえて答こたえる。

「いいわね～。わたしも、もう少すこし若わかかったら、参さん加かしたかったわ～。あっ、そうだ！　ヤマト君くん、わが家やはポップコーンとコーラで、〝映えい画がナイト〟にしましょうよ！」

　愛あい子こさんが、となりにすわっているヤマト君くんに声こえをかけた。

「それ、最さい高こうですね。」

　ヤマト君くんの目めがキラッと光ひかる。

「決きまりね！」

　愛あい子こさんが手てをうち、二人ふたりで楽たのしそうに、なんの映えい画がを観みるか相そう談だんしはじめた。

　ヤマト君くんがいるのに、よそへ泊とまりに行いくことが少すこしうしろめたかったから、ほっとした。




　こうしてむかえた金きん曜よう日び。塾じゅくからいちど家いえに帰かえり、お泊とまりグッズを持もって、駅えきでみんなと集しゅう合ごうした。

　すでに、ナナミちゃん、カレンちゃん、ヤヤコにミウちゃん、全ぜん員いんが集あつまっている。

　近ちかくのスーパーやファストフード店てんに行いき、ジュースやフライドチキンなどを買かいこんでから、ティナちゃんちへ向むかった。

「ナナミちゃんのママも、お泊とまりをゆるしてくれたんだね。なんて言いってきたの？」

　あたしはとなりにいるナナミちゃんにたずねる。

「みんなで、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいをやるって言いったの。最さい初しょは信しんじてなさそうだったけど、ティナちゃんちでやるって言いったら、『行いってらっしゃい。』って……。

　ママも、ティナちゃんのお母かあさんが湯ゆ島しま香か織おりさんだってことは知しっているから……。ママったら、いつもはきびしいけど、そういうところはミーハーみたい。」

　ティナちゃんに聞きこえないように、小こ声ごえで答こたえた。

　あたし以い外がいのメンバーは、ティナちゃんちに来くるのが初はじめてなので、豪ごう華かな部へ屋やの様よう子すを見みて、おどろく。

　とくにカレンちゃんは大だい興こう奮ふんで、一週しゅう間かんくらい泊とまってもいいかと本ほん気きでたのんでいた。

　ティナちゃんの部へ屋やにしかれたふかふかのマットに、みんなで円えんになってすわり、まんなかにあるテーブルに、ピザや、おかしをならべる。

　ティナちゃんの乾かん杯ぱいの言こと葉ばで、〝女じょ子し会かいナイト〟はスタートした。

「きのう、ティナちゃんから女じょ子し会かいにさそわれたとき、うれしくて、さけんじゃった～。」

　カレンちゃんが、目めをキラキラさせて言いう。

「いいでしょ？　毎まい日にち暑あついし、勉べん強きょう、勉べん強きょうで、うんざりよ。だから〝勉べん強きょう〟や〝進しん路ろ〟のことを考かんがえず、たまにはみんなで、息いきぬきもいいんじゃないかなって思おもったのよ。とくに、ハ～ナ～ビ～？」

　ティナちゃんがあたしの顔かおを見みて、にっこりと笑わらう。

「ハナビちゃんがどうしたの？　あっ、もしかしてヤマト君くんとケンカしちゃった!?」

　カレンちゃんが、いきなり核かく心しんをついた。

「えっ!?　なんで知しってるの!?」

「やっぱりそうだったんだ～。ハナビちゃんといえば、ヤマト君くんのことしかないでしょ。」

「きょうは女じょ子し会かいよ。ここにはヤマト君くんもリョウマ君くんも、親おやもいないから、思おもいっきりはき出だしちゃいましょ！　ママのレッスンルームで、大おお声ごえでさけぶこともできるから。」

　ティナちゃんがあたしの肩かたに手てをまわす。ヤヤコやナナミちゃん、そしてミウちゃんですら、前まえのめりで耳みみをかたむけている。

「うん……、ありがとう。じつは、この前まえね……。」

　あたしは、日にち曜よう日びにヤマト君くんとデートに行いったこと、そしてそのあと初はじめてケンカをしたことを話はなした。リョウマ君くんのことまでは、さすがにここでは話はなさなかったけど……。

「なんだ、そんなこと？　今いままで、ケンカをしたことがないほうが、おどろき。」

　ミウちゃんが、クッションによりかかった。

「ヤマト君くんの言いい分ぶんも、ごもっともだと思おもう。」

　ヤヤコも声こえをあげる。

「返へん信しんはちゃんと来くるんでしょ？　じゅうぶんじゃん。それに、スタンプだけでもほしいって言いわれても、それだけ送おくるなんて、わたしはいや。ちゃんと返へん事じを書かきたいって思おもうし。だいたい、〝既き読どく〟がついちゃうと、返へん事じをせかされるみたいでいや。昔むかし、手て紙がみでやり取とりしていた時じ代だいは、何なん日にちも待まつのがあたり前まえだったのに。現げん代だい人じんはせっかちすぎ。」

「ヤヤコ、あんた今いま、何なん歳さいよ？」

　ティナちゃんが横よこ目めで見みる。

「おばあちゃんがよく言いっていたの！」

「でもさぁ、返へん信しんを打うつのに、何なん十じっ分ぷんも何なん時じ間かんもかかるわけじゃないよね。三分ぷんもあればじゅうぶんでしょ？

　その三分ぷんも取とれないほど、いそがしいわけ？　相あい手てが返へん事じを待まってるって思おもったら、『またこんど、ゆっくり送おくるから、待まっていてね』のひとことくらい、くれてもいいんじゃないの？　だいたい、電でん話わっていったって、時じ差さがあってできないんだから。」

　ティナちゃんが言いうと、カレンちゃんが、ひらめいたように手てをたたいた。

「もしかして、ヤマト君くん、ほかに好すきな人ひとができちゃったとか!?」

「ええっ!?」

　おそろしい意い見けんにおどろく。胸むねがドキドキする。

「はぁ!?　ちょっと、カレン。へんなこと言いわないでよ。ヤマト君くんはハナビ、ひとすじです～。それは見みてれば、わかるわよ。」

　あたしより先さきに、ティナちゃんが言いい返かえす。

「もちろん、ヤマト君くんがそうじゃないっていうのはわかってるよ～。可か能のう性せいの話はなしだよ。」

「そんなこと言いって、顔かおがニヤケてるのよ。ひさしぶりに出でたわよ。〝裏うらカレン〟。」

　ティナちゃんがジロリとにらんだ。





[image: ]





「でも、ヤマト君くんがあれだけ英えい語ごをしゃべれるようになるのって、ものすごくたいへんで、いっぱい勉べん強きょうしたんじゃないかな。だからほんとに、いそがしかったんだと思おもう。」

　ナナミちゃんが、なぐさめるようにあたしを見みた。

「そうだね。ありがとう、ナナミちゃん。」

　あたしが答こたえると、ミウちゃんがため息いきをついて言いう。

「そもそもＬＩＮＥラインがめんどくさいんだよ。何なん通つうも何なん通つうも来きたら、返へん事じをする気きもうせる。」

「わたしから見みると、つきあうこと自じ体たいがめんどくさそう。返へん信しんがないだけで、なやむなんてさ、つかれない？」

　ヤヤコが冷さめた顔かおで言いった。

「いっしょにがんばろうねって、はげまし合あえるじゃない。そういう、ヤヤコだって、『鈴すず木き先せん輩ぱい！』って、リョウマ君くんの前まえで、キャーキャーさわいでいたくせに。」

　ティナちゃんが言いい返かえす。

「鈴すず木き先せん輩ぱいは、あこがれの先せん輩ぱいであって、恋れん愛あい対たい象しょうじゃないし。とにかく、今いまは自じ分ぶんのことでせいいっぱい。自じ分ぶんの足あし元もとがあやふやなのに、恋れん愛あいなんてしたって、八やつ当あたりしちゃいそうだしさ。いい恋れん愛あいなんてできないと思おもう。ときが来くれば、出で会あう人ひとに出で会あうでしょ。」

　ヤヤコはきっぱりと言いい切きった。

「もういちど聞きくけど、ヤヤコって、ほんとに中ちゅう学がく生せい？」

　ティナちゃんが首くびをかしげると、ヤヤコが答こたえる。

「あんたと同おない年どしだってば。」

「恋れん愛あいとはちがうけど、あこがれの人ひとがいると楽たのしいよね！」

　カレンちゃんがヤヤコをかばうように言いった。

「カレンちゃんは、だれにあこがれてるの？」

　あたしがたずねる。

「ん～、わたしのあこがれは～。」

「わかった。アイドルだ。」

　ヤヤコがカレンちゃんのスマホを指ゆびさした。

「あたり～。そうなの、ローワーズのゼロ君くんです。」

　カレンちゃんはうれしそうに、スマホの待まち受うけ画が面めんをみんなに見みせる。まっ白しろの髪かみで、ブルーのカラーコンタクトを入いれた、きれいな顔かおの男おとこの子こが画が面めんいっぱいに映うつっている。

　ほかにも、キーホルダー、パジャマのＴティーシャツをバッグから引ひっぱり出だして見みせた。そのすべてに、アイドルグループのロゴやマスコットが入はいっている。

「恋こいとはちがうって言いわれるかもしれないけど、いいの。もちろん、妄もう想そうはいっぱいしているけど。歌うたを聴きいているとね、わたしの気き持もち、わかってくれているなぁ～って、すごく近ちかくに感かんじられるの。いつも元げん気きをもらってる。

　インタビューの記き事じにもね、『みんなの笑え顔がおにはげまされる』『もっとがんばろうって思おもうんだ』って書かいてあって、あぁ、こっちの想おもいも伝つたわってるんだな～って。」

　カレンちゃんは、はずかしそうにクッションで口くちもとをかくす。

「わかるよっ、カレンちゃん！」

　とつぜん、ナナミちゃんが大おおきな声こえで言いった。

「っていっても、わたしは実じつ在ざいする人ひとですらないけど……。」

　みんなの注ちゅう目もくをうけて、ナナミちゃんの声こえがだんだんと小ちいさくなる。

「ああ、二次じ元げんの恋こいね。」

　ヤヤコがピザを食たべながら言いった。

「うん……。わたしは、アニメのキャラクターが好すき……。背せが高たかくてかっこいいし、めちゃくちゃ強つよいし、性せい格かくはひねくれているんだけど、じつはすっごくやさしくて、そのギャップがまたいいの。声せい優ゆうさんの声こえもいいし、バトルシーンがまた最さい高こうで……。」

　ふだんはおとなしいナナミちゃんが、ほおをそめて、早はや口くちでしゃべる。聞きいているだけで、そのキャラクターへの愛あいがひしひしと伝つたわってくる。

「ん～、でも、二次じ元げんだからとか、三次じ元げんだからとかって、あまり考かんがえたことがないかも。」

　ナナミちゃんは天てん井じょうを見み上あげて、考かんがえながら答こたえる。

「そうなのよ！　わたしもナナミちゃんも女じょ子し校こうでしょ。だから、実じっ際さいに男おとこの子こと出で会あう機き会かいがほとんどないからね。そのなかで、本ほん気きで好すきになったのが、たまたまアイドルだっただけなの。それに、友ともだちともいっしょに『好すき！』って言いい合あえると、また楽たのしいよね。」

　カレンちゃんがナナミちゃんに言いった。

「うん！　わたしもいつか漫まん画が家かになれたら、自じ分ぶんでこんな魅み力りょく的てきなキャラクターを描かけたらいいなって思おもってるの。」

「わかるっ！　わたしもいつの日ひか仕し事ごとでゼロ君くんに会あいたいなぁって思おもっててね。たとえばインタビュアーになるとか、レコード会がい社しゃで働はたらくとか。

　ファンとしてじゃなく、あなたの歌うたのおかげで、いつもはげまされて、元げん気きをもらって、ここまで来きましたって言いえるようになりたいなって思おもってるの～。わ～、気きが合あう～。」

　カレンちゃんがナナミちゃんの手てを取とった。

「すごいなぁ。二人ふたりとも、好すきなものから、自じ分ぶんがやりたいことまで見みつけてるんだね。」

　あたしは思おもわずつぶやいた。

「え～？　でもやっぱ、実じっ際さいに恋れん愛あいしているハナビちゃんのほうがいいと思おもうけど？」

　カレンちゃんが、じとーっと見みてくる。

「そんなことないよ！　だってあたしなんか、将しょう来らいやりたいことどころか、行いきたい高こう校こうすらわからないんだから。」

　あたしが言いい返かえすと、

「どっちがいいも、悪わるいもないんじゃないの？　それぞれの〝好すき〟があっていいよ。」

　ミウちゃんが、あたしたちのあいだに入はいって言いった。

「〝好すき〟ってなんなのかしらねえ？」

　ティナちゃんが遠とおい目めをして、コーラを飲のんだ。

「ちょっと、ティナちゃん！　急きゅうに、どうしたの!?」

　カレンちゃんがすぐに食くいつく。

「ん～、ちょっとね。この前まえの映えい画がの撮さつ影えい合がっ宿しゅくから、カイト君くんのことが頭あたまからはなれないのよね。」

「さんざん、『胸むねがあつくならない。』とか、言いってたのに!?」

　ヤヤコがたずねた。

「そうだったんだけどさ。じつはね、初しょ日にちの撮さつ影えいが終おわって、夜よる、カイト君くんに『話はなしがある。』ってよび出だされたの。」

「きゃーーー！　よび出だし!?　告こく白はく!?」

　カレンちゃんが大おお声ごえをあげると、

「カレン、聞きこえない！」

　すぐさまヤヤコがにらんだ。

「それでね、いきなり『ティナさんはリツ先せん輩ぱいのことが好すきなんですか？』って言いって、『もしそうなら、ぼくはティナさんをあきらめて、応おう援えんします。』『でも、ちがうのなら、ぼくにチャンスをください。』って……。」

「おお～。」

　みんなが声こえをそろえる。

「どうなの!?　ティナちゃん、どうするの!?」

　あたしはティナちゃんにつめよった。

「とりあえず、『時じ間かんをください。』って答こたえたけど、な～んか、そのときのカイト君くんの言いい方かたっていうか、ふんいきが今いままでとちがう感かんじで、男おとこらしいというか……。ずっと、頭あたまからはなれないのよね。」

　ティナちゃんがほんのりと、ほおをそめた。ティナちゃん、それが恋こいだと思おもう……。

「さぁ、わたしの話はなしは以い上じょう！　この中なかで、話はなしを聞きいていないのは……。ミウだけよ！」

　とつぜん、ティナちゃんは気き分ぶんを切きりかえるように、ミウちゃんを見みた。

「わたしはべつに。前まえの恋れん愛あいでこりたから、しばらく恋れん愛あいはいいかなぁ。」

「前まえの恋れん愛あい!?」

　ティナちゃんとカレンちゃんの声こえがかさなった。

「わたしの話はなしは、いいってば。ちょっとトイレ……。」

　ミウちゃんが立たち上あがって、にげようとしたところを、カレンちゃんがうでをつかんで止とめる。反はん対たい側がわにいたヤヤコも反はん射しゃ的てきにうでをつかんだ。

「さ～、ミウ。口くち走ばしったことには、責せき任にんを持もとうか～。」

　ティナちゃんがニヤリと笑わらう。ミウちゃんはあきらめて、しぶしぶ話はなしはじめた。

　そこで聞きいたのは、ミウちゃんとおさななじみとの、意い外がいなほど純じゅん愛あいの話はなしだった。みんなは大おおはしゃぎで聞きき、夜よるおそくまで大おおいに盛もり上あがった。

　夜よるがふけるほどに、ひとり、またひとりとねむりにつき、最さい後ごはティナちゃんとあたしだけが残のこった。

　ティナちゃんがあたしを手てまねきして、二人ふたりでいっしょにバルコニーへ出でた。

　高たか台だいにあるマンションのバルコニーから見みえる月つきに、思おもわず目めをうばわれる。

　二人ふたりで大おおきなベンチにすわると、ティナちゃんがしずかに口くちをひらいた。

「この前まえの『夜よるカフェ』が終おわってからね、リョウマ君くんから『ハナビとヤマト君くん、何なにかあったのか？』って聞きかれたの。」

「そうだったんだ……。」

　なんとなく予よ想そうはしていたけれど……。

「でね、わたし、全ぜん部ぶ話はなした。リョウマ君くんにも関かん係けいがあることだから。」

　ティナちゃんはまじめな顔かおで、あたしを見みる。

「うん……。何なにか、言いってた？」

「『ヤマト君くんもバカだよな～。かんちがいもいいとこだ。』って、笑わらってたわよ。」

「ほら、やっぱり。リョウマ君くんは友ともだちなんだから。恋こいとかじゃないよ。」

「まぁ、リョウマ君くん本ほん人にんがそう言いうのなら、〝そういうこと〟にしとかなきゃよね。」

　ティナちゃんが、ぼそっとつぶやいた。

「え？　何なに？」

「うん……、ハナビはなんにもわかってないね。子こどもなんだから。」

「子こども？」

「ううん。なんでもない。さっ、わたしたちもねよっか。」

「うん。あっ、ティナちゃん。きょうは、すてきなパーティーを開ひらいてくれて、ありがとう。めちゃくちゃ楽たのしかったよ。」

「またやろうね。明日あしたから、がんばろ～。」

　ティナちゃんが両りょううでをつきあげた。そのうしろで、東ひがしの空そらがぼんやりと明あかるくなりはじめていた。





8　アー　ユー　オーケー？







　次つぎの日ひ、ティナちゃんと二人ふたりで愛あい子こさんちに帰かえると、『三さん丁ちょう目めカフェ』では、ヤマト君くんとリョウマ君くんがオープンの準じゅん備びをしていた。

「ただいま～。」

　ティナちゃんが先さきに、カフェのドアを開あけた。

「よお！　聞きいたぜ、女じょ子し会かいだったんだろ？　ストレスは発はっ散さんできたか？」

　リョウマ君くんがさわやかな笑え顔がおで言いう。

「まぁね～。」

　ティナちゃんが思おもわせぶりに答こたえる。その横よこで、

「あの、ヤマト君くん。〝映えい画がナイト〟はどうだった？」

　あたしはキッチンにいるヤマト君くんに話はなしかけた。

「あぁ。楽たのしかったよ。」

　答こたえてくれるけれど、目め線せんはグラスを見みたままだ。

「なんの映えい画がを観みたの？」

「いろいろ観みたけど、マイナーなものばかりだから、知しらないと思おもう。」

「そっ、そっか。あの、何なにか手て伝つだうことはある？」

「いや、べつに。リョウマがやってくれたから。」

「わかった……。じゃ、愛あい子こさんのところに行いってこようかな。」

　たんたんとした会かい話わは長ながく続つづかず、手て持もちぶさたになった。やっぱり、ダメか……。

　キッチンから出でようとしたとき、

「あのさあ。二人ふたりとも、話はなしがあるんだけど。」

　リョウマ君くんがカウンター席せきにすわって、あたしとヤマト君くんを見みる。

「この前まえ、おれ、ティナから二人ふたりの話はなしを全ぜん部ぶ聞きいたんだ。」

　その言こと葉ばに、作さ業ぎょうをしていたヤマト君くんの手てが止とまる。

「勝かっ手てに話はなし、作つくらないでほしいなあ。」

　リョウマ君くんがヤマト君くんに言いった。

「おれが母はは親おやのところに、ハナビについてきてもらったのは、母はは親おやの顔かおも覚おぼえてないのに、さすがにひとりで会あいに行いく勇ゆう気きがなかっただけだから。おれの事じ情じょうをいちばん知しってるのはハナビだったから。それだけ。

　そもそも、おれが仮かりにハナビを好すきだったとしても、ハナビがおれを好すきになるか？　ないない。それはぜったい、ないよ。」

　明あかるい声こえで、リョウマ君くんは断だん言げんする。

「だいたい、ヤマト君くんが帰かえってきたときのハナビのうれしそうな顔かお、見みただろ？　もう、うれしくてうれしくて、ニッコニコしてさ。あんな顔かお、ほかじゃ見みられないよ。

　ヤマト君くんだって、それはわかってんだろ？　おれがどこにさそおうと、ハナビのヤマト君くんへの思おもいは、なーんも変かわってねえよ。だれもヤマト君くんにはかなわないよ。」

　ヤマト君くんは、じっとリョウマ君くんを見みる。その目めがうっすらと光ひかっている。

　えっ？　ヤマト君くん？

「リョウマって……、ほんと、バカがつくぐらい、いいやつなんだから。」

　ヤマト君くんは小こ声ごえで言いい、ふっと笑わらった。
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「とにかくさ、二人ふたりがこの調ちょう子しだと、やりづらくてたまんねえ。なぁ？　ティナもそう思おもうだろ？」

「ほんとよ、みんな、気きをつかってるのよ。わかってんの？」

「ごめん。ほんとにごめん！」

　ヤマト君くんはリョウマ君くんとティナちゃんに頭あたまを下さげると、軽かるく頭あたまをかく。

「おれ……、めちゃくちゃかっこ悪わるいな。」

「あたしだって……。」

　声こえをあげたあたしに、

「ハナビ、ごめん。ヤキモチなんかやいちゃって……。」

「ヤマト君くん……。」

　言いいかけたとき、

「はいはいはいはい。もうこれで終おわりーっと！」

　リョウマ君くんがふざけたように手てをパンとたたいた。

「ちょうど開かい店てんの時じ間かんだ。『三さん丁ちょう目めカフェ』のさわやかイケメンスタッフ、きょうも売うり上あげ更こう新しんといきますか！」

　リョウマ君くんはにっこり笑わらって、カフェの看かん板ばんを出だしに行いった。




　女じょ子し会かいから一週しゅう間かんがたった。あれからヤマト君くんとは、前まえのようにくだらない話はなしで笑わらったりしている。

　あきらめかけていた、あすの花はな火び大たい会かいは、約やく束そくどおりいっしょに行いけそうだ。

　花はな火び大たい会かいの話はなしは、少すこしずつみんなに広ひろまり、結けっ局きょく『夜よるカフェ』中ちゅう学がく生せいメンバーのほぼ全ぜん員いんで行いくことになった。

　これは全ぜん部ぶ、あのときリョウマ君くんが、仲なか直なおりをするきっかけを作つくってくれたおかげだ。

　塾じゅくが終おわって、いちど自じ分ぶんの家いえに帰かえるというティナちゃんとわかれての帰かえり道みちのこと。

　夕ゆう方がたになってもまだまだむし暑あつく、あせで服ふくが体からだにへばりついてくる。暑あつい～。

　公こう園えんの噴ふん水すいは、すずしげな水みずしぶきをあげている。それを横よこ目めに見みながら歩あるいていると、水みず飲のみ場ばのところに、見み覚おぼえのあるカーリーヘアの女おんなの子こが立たっているのが見みえた。

　もしかして、ラウラちゃん……？

　声こえをかけようと思おもって近ちかよったとき、ラウラちゃんが、リュックをあらっているのがわかった。

「ラウラちゃん!?　どうしたの？」

　とっさに、日に本ほん語ごで声こえをかけた。

　名な前まえをよばれて、ラウラちゃんが顔かおをあげる。その目めが涙なみだでぬれている。

「だいじょうぶ？　あっ、じゃなくて、アー　ユー　オーケー（だいじょうぶ）？　ホワット　ハプンド　トゥー　ユー（何なにがあったの）？」

　カタコトの英えい語ごでたずねる。文ぶん法ぽう、これでよかったかな？

　ラウラちゃんは、何なにか英えい語ごで答こたえたけれど、『ノー（ううん）』以い外がいは聞きき取とることができない。

「えっと……。」

　どうしよう、あたしの英えい語ご力りょくじゃむりだ。家いえに行いけば、ヤマト君くんや愛あい子こさんがいるはず。

「えっと、レッツ　ゴー　トゥー　マイ　ハウス（あたしの家いえに行いこう）。ん～、なんて言いったらいいかな。ビコウズ　ゼア　イズ　ヤマト（ヤマト君くんがいるから）。」

　あ～、こんなんで伝つたわったかな？　ドキドキしながら、表ひょう情じょうをうかがう。けれどラウラちゃんは首くびを横よこにふり、うつむいたまま、リュックをあらい続つづける。

　どっ、どうしよう……。なんて言いったらいいんだろう？　このままほっとくわけにはいかないし。ヤマト君くんに来きてもらうしかない。

　バッグからスマホを取とり出だして、ヤマト君くんにＬＩＮＥラインを送おくる。けれど既き読どくはつかないし、電でん話わをかけても出でない。

　そもそも、どうしてこんなところで泣ないているんだろう？

　何なにも言いえないまま、ラウラちゃんを見みていると、よごれているのはリュックだけではなく、髪かみの毛けのところどころに、べっとりと、何なにかがついていることに気きがついた。そして、Ｔティーシャツのすそが引ひきさかれたように、やぶれている。もしかして……。

　あたしは、スマホで英えい語ごに訳やくすことができるサイトを開ひらき、言こと葉ばを打うちこんだ。出でてきた英えい語ご訳やくをラウラちゃんに見みせる。

『Didディッド anyoneエニワン doドゥ thisズィス?（これはだれかにされたの？）』

　すると、ラウラちゃんはだまって、うなずく。やっぱりそうだったんだ……。

　ラウラちゃんは水みずを止とめて、手てをふくと、あたしのスマホに、言こと葉ばを打うちこんだ。日に本ほん語ごに訳やくしてみると、

『学がっ校こうのクラスメイトにいじめられた。』

と書かいてある。

『うしろからけられて、ジュースをかけられて、にげようとしたら引ひっかかって、Ｔティーシャツがやぶけた。』

　ラウラちゃんが英えい語ごで話はなしたあと、あたしが首くびをかしげるのを見みて、スマホを使つかって訳やくしてくれた。

　学がっ校こうで無む視しをされたり、男だん子したちに髪かみの毛けをからかわれて、引ひっぱられたりしていたこともラウラちゃんは話はなした。

　ジェスチャーをつけて、ゆっくり話はなしてくれるので、あたしでもなんとか聞きき取とることができた。

「つらいよね。よくがんばったね……。」

　思おもわず日に本ほん語ごでつぶやく。

　そっか、今いまの姿すがたをだれにも見みせたくないから、ひとりでよごれを落おとそうとしていたんだね。とくにお母かあさんや家か族ぞくには、ぜったいに見みせたくないよね……。

　あたしは、バッグからハンドタオルを出だして水みずでぬらすと、ラウラちゃんのほおにこびりついている、ベトベトしたジュースのよごれをぬぐった。

　ある程てい度どはよごれを落おとすことができたけれど、Ｔティーシャツや髪かみの毛けはあまりきれいになったとはいえない。

　ラウラちゃんは、さっきよりは少すこし表ひょう情じょうもやわらいで見みえるけれど、やぶれたＴティーシャツのすそを、ぎゅっとにぎりしめている。

「ねえ、レッツ　イート　アイスクリーム　イン　マイ　ハウス（うちでいっしょにアイスを食たべよう）。アンド、キャン　アイ　フィックス　ユア　Ｔティーシャツ（それと、Ｔティーシャツをなおしてもいい）？」

　あたしはもういちど、家いえにさそった。英えい語ごはめちゃくちゃかもしれないし、おせっかいかもしれないけれど、このままラウラちゃんを家いえに帰かえすことはできないよ。

　ラウラちゃんは、こくっとうなずいた。

　愛あい子こさんちに帰かえると、ヤマト君くんと愛あい子こさんは夕ゆうごはんの買かい物ものに出でていて、カレンちゃんとミウちゃんが、閉へい店てんした『三さん丁ちょう目めカフェ』のスペースを借かりて、勉べん強きょうをしていた。

　事じ情じょうを説せつ明めいすると、二人ふたりはすぐさま、ベトベトが残のこるリュックやくつをふきはじめる。

　それでもやっぱり、髪かみの毛けについたベタベタはどうにもできないので、あたしはシャワーをあびたほうがいいと提てい案あんした。

　進しん学がく校こうに通かよっているカレンちゃんの英えい語ご力りょくはなかなかのもので、伝つたえにくいところをぜんぶ、英えい語ごに訳やくしてくれた。

　ラウラちゃんがシャワーをあびているあいだに、Ｔティーシャツをあらい、乾かん燥そう機きにかけて、自じ分ぶんの部へ屋やからさいほう箱ばこを取とってカフェにもどる。

　しばらくすると、あたしの服ふくに着きがえたラウラちゃんが洗せん面めん所じょから出でてきた。

「さっぱりした？　じゃあ、イッツ　アン　アイスクリームタイム！」

　あたしは声こえをかけて、ラウラちゃんやみんなに、キンキンに冷ひえた、アイスキャンディをわたした。

　アイスを食たべながら、ミウちゃんはラウラちゃんに、ケンカのしかたを教おしえた。

　グーでゲンコツを作つくるときは、『中なか指ゆびを少すこしあげて、とがらせろ。』と教おしえている。

「も～、ミウちゃん、こわいこと、教おしえないでよ。」

　カレンちゃんが止とめに入はいるが、

「だって、うしろからけられて、ジュースをぶっかけられたんでしょ？　それにくらべたらこれくらい、なんてことないよ。」

　当とう然ぜんのことのようにミウちゃんが言いう。その横よこでラウラちゃんも、ミウちゃん流りゅうのグーパンチをまねしている。

「ノー（だめだよ）、倍ばいがえしされちゃうよ。」

　カレンちゃんがこまった顔かおで言いった。

　そんな三人にんのやりとりを聞ききながら、あたしはＴティーシャツをどうなおすか考かんがえていた。

　なにかとがったものがささって、あながあき、そこから引ひきさかれた傷きずは、ぬい合あわせたところで、へんなしわがよってしまうだろう。

「『もう、着きられないから、すててもいいよ。』だって。」

　ラウラちゃんが言いったことを、カレンちゃんが日に本ほん語ごで言いった。

「でも……。かわいいのに、もったいない。」

　あたしはＴティーシャツをなでる。胸むねのところに、にっこり笑わらう太たい陽ようが描かかれた黄き色いろいＴティーシャツ。この太たい陽ようだけでも残のこせたらいいのかな？

　そっか、ぬい合あわせてなおすよりも、いっそのこと新あたらしく作つくりかえるのはどうだろう？

　カレンちゃんに通つう訳やくをしてもらいながら、ラウラちゃんにたずねる。

　できあがったときのイメージは伝つたえられなかったけれど、ラウラちゃんは『オーケー。』と答こたえ、あたしの向むかいの席せきにすわった。

「オーケー。じゃあ、やっちゃうね！」

　失しっ敗ぱいしたら、ますます落おちこませちゃうかも……。そんな不ふ安あんをふりはらい、あたしは深しん呼こ吸きゅうをしてから、裁たちばさみで切きれ目めを入いれた。

　まずはＴティーシャツのすそから、二十センチくらいの高たかさまで切きりこみを入いれる。次つぎに二センチのかんかくをあけて、同おなじ高たかさまでの切きりこみを入いれた。

　前まえもうしろも、同おなじように切きりこみを入いれると、フリンジがついた状じょう態たいになった。ラウラちゃんは目めを丸まるくしている。

　はさみをおいて、フリンジを一本ぽん手てに取とり、ふたつとなりのフリンジと玉たま止どめで結むすんだ。玉たまの位い置ちをそろえながら、前まえからうしろへと、同おなじ作さ業ぎょうをくりかえしていく。

　一段だん目めを結むすび終おえたら、次つぎは二段だん目め。こんどはすぐとなり同どう士しのフリンジを玉たま結むすびにしていく。三段だん目めも、同おなじ作さ業ぎょうをくりかえすと、完かん成せいだ。

　下したがアミアミになった、ちょっとかわったＴティーシャツに仕し上あがった。

「ザッツ　ソー　キュート（すごくかわいい）！」

　ラウラちゃんが目めをかがやかせて言いった。きょう初はじめて見みる笑え顔がおだ。

「よかったあ。」

　あ～、気きに入いってくれてよかった。あたしは胸むねをなでおろす。

「なるほどね。そうなるんだ。」

　ミウちゃんも興きょう味みぶかそうに、うしろからのぞいている。

「ハナビちゃん、すごいじゃん！　ラウラ、トライ　イット　オン（着きてみて）！」

　カレンちゃんが言いい、ラウラちゃんがＴティーシャツに着きがえた。

　ほんの少すこしおへそが見みえかくれするけれど、ラウラちゃんの明あかるいヘアスタイルと、ちょっぴり派は手でになったＴティーシャツは、よく似に合あっている。

　ラウラちゃんはうれしそうに窓まどに映うつった自じ分ぶんの姿すがたを確かく認にんすると、あたしのところへやってきた。

「ハナビ、センキュー　ソー　マッチ（ハナビ、どうもありがとう）。」

「ユア　ウェルカム（どういたしまして）。」

　あたしは笑え顔がおで答こたえる。

「アイム　グラッド　トゥー　シー　ユア　スマイル（あなたの笑え顔がおが見みられて、うれしい）。あのね、あたしも、同おなじ。中ちゅう学がく一年ねんのときまで、いじめられていたの。」

　とちゅうから日に本ほん語ごになってしまったので、英えい語ごになおそうとしたら、

「わたしが通つう訳やくをがんばるから、ハナビちゃんは続つづけて。」

　カレンちゃんがあたしの言こと葉ばを通つう訳やくする。すると、ラウラちゃんはおどろいた顔かおで、あたしを見みた。

「リアリー（ほんとに）？　ユー　ドント　ルック　ソー（とてもそうとは見みえない）。ユー　ハブ　ア　ロット　オブ　フレンズ（あなたには、たくさん友ともだちがいるのに）。」

「アイム　シリアス（ほんとだよ）。アイ　ワズ　〝ぼっち〟（わたしは、ひとりぼっちだった）。あっ、〝ぼっち〟は日に本ほん語ごだ。えっと、アローン（ひとり）。イン　スクール（学がっ校こうで）。」

　頭あたまをフル回かい転てんさせて、できるかぎり英えい語ごで話はなす。まちがっていてもいいや。
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　それから、ティナちゃんと友ともだちになれたことや、ヤマト君くんがはげましてくれたこと、リサちゃんと出で会あって、『夜よるカフェ』ができたこと。

　少すこしずつ友ともだちができて、今いまではあたしをいじめていたヤヤコとも、友ともだちになれたことを、カレンちゃんに手て伝つだってもらいながら伝つたえた。

　ラウラちゃんはさらにおどろいて、あたしを見みる。

「今いまは、学がっ校こうでつらいかもしれない……。でもね、だいじょうぶだよ。今いまの状じょう態たいが、そのままずっと続つづくわけじゃないから。」

　あたしだって、いじめられていたころは、毎まい日にちがただつらくて、楽たのしいことなんかひとつもなくて、こんな日ひがいつまでも続つづくんだって思おもっていた。

　だけど、今いまは『夜よるカフェ』のみんなのおかげで、あの暗くらい日ひ々びを変かえることができた。だからラウラちゃんも、きっとだいじょうぶ。

「なにかあったら、またいつでも『夜よるカフェ』においでね！」

　最さい後ごにつけくわえると、カレンちゃんは深ふかくうなずきながら、英えい語ごで伝つたえた。

「アリガトウ。」

　ラウラちゃんがほほえむ。そして、なにか英えい語ごでつぶやいた。そのとき、

「ただいま。」

　ヤマト君くんと愛あい子こさんがカフェに入はいってきた。

「ハナビ、ごめん。連れん絡らくくれていたんだな。さっき気きがついた。」

　ヤマト君くんがスマホを手てに、中なかまで来くると、

「ヤマト！」

　ラウラちゃんが手てをふった。

「ラウラ、何なにがあったんだ？」

　おどろくヤマト君くんと愛あい子こさんに、あたしたちは公こう園えんで会あったときから今いままでのことを、ぜんぶ説せつ明めいした。

　ラウラちゃんは、まだ話はなしたりなかったみたいで、そのあともしばらくヤマト君くんと二人ふたりで話はなしている。二人ふたりの英えい語ごは早はやくてついていけず、内ない容ようまではわからなかった。




　夕ゆうごはんの時じ間かんの前まえに、ラウラちゃんは家いえに帰かえることになった。

　ラウラちゃんと、家いえまで送おくりとどけるヤマト君くんを見み送おくって、カフェにもどろうとしたとき、

「ハナビちゃん、ちょっといい？」

　カレンちゃんが、あたしをよび止とめた。





9　ヤマトの秘ひ密みつ







「さっきね、ラウラちゃんとヤマト君くんが、英えい語ごで話はなしているのを聞きいていたんだけどね。これはハナビちゃんにも伝つたえなきゃと思おもったの。」

　カレンちゃんは、あたしの部へ屋やに入はいってくると、声こえのトーンを落おとして話はなす。

「あのね、ヤマト君くん、アメリカでけっこういじめられていたみたいだよ。」

「えっ？」

「日に本ほん人じんだってことで、かなりからかわれたらしいの。けられたり、つきとばされたりしたんだって。しばらく友ともだちもできなくて、ずっと〝ぼっち〟だったみたいだよ。それに、家か族ぞくにも心しん配ぱいかけたくなくて、だれにも相そう談だんできなかったって。」

「うそっ……。」

　あのヤマト君くんが……？

「信しんじられないよね。それで、くやしかったから、負まけないように勉べん強きょうしまくったんだって。そのうちに、仲なかのいい友ともだちができて、少すこしずつ状じょう況きょうが変かわっていったみたいだよ。ほかにもいろいろ話はなしてはいたけど、ごめん、全ぜん部ぶは聞きき取とれなかった。」

　カレンちゃんが言いった。

「ううん。教おしえてくれて、ありがとう……。」

　ショックで頭あたまが混こん乱らんして、言こと葉ばがそれ以い上じょう出でてこない。

「アメリカの高こう校こうのドラマにも、いじめのシーンってよく出でてくるじゃん。仮か設せつトイレにとじこめて、トイレごとひっくりかえしたりとかさ。さすがに、あそこまでではないと思おもうけど、ヤマト君くんが同おなじようなことをされていたなんて、思おもいもしないよね……。」

「ほんとだね……。」

　ぼうぜんとしているあたしにかまわず、カレンちゃんは話はなし続つづける。

「以い上じょう、報ほう告こくでしたっ。『ほかに好すきな人ひとができたかも』なんて、あるわけなかった！　ごめんね！」

　カレンちゃんは明あかるい声こえで言いい、あたしの部へ屋やを出でて、下したへおりていった。

　あたしは、ガクッとたたみにすわりこむ。何なにも知しらなかった……。

　あのヤマト君くんがアメリカで、あたしみたいに〝ぼっち〟にされて、いじめられていたなんて、そんなこと想そう像ぞうもできない。

　言こと葉ばが通つうじないのはしんどいだろうな。だから英えい語ごの勉べん強きょうも、たいへんなんだろうなって、わかっているつもりだったのに……。ほんとうは、まったくわかっていなかった。

　ううん。あたし、ヤマト君くんがアメリカで、どういう状じょう況きょうなのか、どんなことを思おもっているのか、考かんがえようともしなかった……。

　ヤマト君くん、言こと葉ばも通つうじない外がい国こくでいじめられて、ひとりぼっちで、どれだけつらかっただろう？　さびしかっただろう……？

　それなのにあたしは、楽たのしかったことや、たいへんだったことを聞きいてほしくて、落おちこんだときにはヤマト君くんにはげましてほしくて……、何なん通つうもＬＩＮＥラインを送おくった。

　返へん信しんが来こないからって不ふ安あんになって、あたしのことなんか、わすれちゃったんじゃないかって落おちこんだりも……。

　このあいだ、けんかをしたとき、『わすれるわけないだろっ。』って、ヤマト君くんがおこったときのことが、ふいによみがえる。

　思おもわず、頭あたまをたたみにおしつけた。

　ああ～。あたしったら、何なにをやっていたのよ！

　はずかしくて、なさけなくて、くやしくて、ヤマト君くんに合あわせる顔かおがない。

　自じ分ぶんがああしてほしい、こうしてほしいって、〝してほしい〟ばっかり！

　あまったれだった。自じ分ぶんのことしか、考かんがえていなかった。




　夕ゆうごはんの時じ間かんになっても、いろんな感かん情じょうがうずまいて、みんなの会かい話わに入はいることができなかった。

　きょうは、ミウちゃんとカレンちゃんもいっしょで、自じ宅たくから帰かえってきたティナちゃんに、ラウラちゃんが来きたことを話はなしてくれた。

　そこから話わ題だいは、明日あしたの花はな火び大たい会かいにうつる。みんなで浴衣ゆかたを着きていこうと言いっているけれど、あたしは話はなしにのることができない。

「花はな火び会かい場じょうの近ちかくは人ひとが多おおすぎて、合ごう流りゅうするのに時じ間かんがかかりそうだから、明日あしたは『三さん丁ちょう目めカフェ』で集しゅう合ごうしてから、会かい場じょうに行いきましょ。」

　ティナちゃんが段だん取どりを説せつ明めいした。カレンちゃんが続つづける。

「そうなると参さん加かするメンバーは、わたしでしょ、ミウちゃん、ティナちゃん、ハナビちゃん、ヤマト君くん、ナナミちゃん、リョウマ君くんの七人にんだね。」

「あっ、もうひとり来くるから、八人にんよ。」

　ティナちゃんが言いった。

「え？　だれが来くるの？」

　カレンちゃんが首くびをかしげる。

「カイト君くん。」

「ええっ!?」

「はぁ？」

　カレンちゃんとミウちゃんが、おどろきの声こえをあげる。

「きょう、さそってみたの。そうしたら、行いきたいって。」

　ティナちゃんは、さらっと答こたえた。

「きゃ～、いつのまに！　ティナちゃんからさそったということは、つまり『つきあってみる』ってこと？　ちょっとその話はなし、くわしく教おしえて！」

　カレンちゃんが身みを乗のり出だすと、

「あら、わたしもくわしく聞ききたいわ。」

　愛あい子こさんも話はなしにのった。

　ティナちゃんは、撮さつ影えい合がっ宿しゅくのとき、カイト君くんから『もしもリツ先せん輩ぱいのことが好すきなら、ぼくはあきらめます。でも、ちがうのなら、ぼくにチャンスをください。』と言いわれたことを話はなした。

　それ以い来らい、カイト君くんのことが気きになっていることも。

「カイト君くん、わたしのこと、いろいろと考かんがえてくれているんだなって。なんか、ここのみんなみたいでうれしいよね。そういうのって。」

　ティナちゃんの言こと葉ばにギクッとする。そうなんだ。カイト君くんはずっとティナちゃんのことを考かんがえていた……。自じ分ぶんのことばかりの、あたしとはちがって……。

「ねえ、二人ふたりは団だん体たい行こう動どうでいいの？」

　とつぜん、ミウちゃんがあたしとヤマト君くんを見みた。ティナちゃんも思おもい出だしたように、あたしたちを見みて、たずねる。

「そういえば、そうよ！　カップルなんだから、別べつ行こう動どうでいいのよ!?」

「いや。五時じまではリョウマもいっしょに『三さん丁ちょう目めカフェ』で働はたらいているんだから、みんなで、ここから出しゅっ発ぱつすればいいよ。そのあとは、それぞれの流ながれで。」

　ヤマト君くんはたんたんと答こたえ、みそ汁しるをすすった。

「え～っ、せっかくの花はな火び大たい会かいなんだから、二人ふたりで待まち合あわせをして行いけばいいのに。」

　ティナちゃんが、提てい案あんする。

「初はじめて見みるハナビの浴衣ゆかた姿すがたにドキッとしちゃったり～。ねえ？　ティナちゃん。」

　カレンちゃんが、ニタニタしながら、あたしたちを見みて言いった。ヤマト君くんはだまったまま、みそ汁しるのおわんで顔かおをかくしている。

「みんなといっしょに行いく……。」

　あたしは小こ声ごえで答こたえた。こんな自じ己こ中ちゅうのあたしが〝二人ふたりで〟なんて言いえないよ……。

　いろんな意い味みではずかしくて、ヤマト君くんのまねをして、みそ汁しるを飲のんだ。




「ハナビ、何なにかあったの？　ずっとだまっているし、花はな火び大たい会かいの話はなしにも、のってこないし。」

　ねる前まえ、ティナちゃんがふとんをしきながらたずねた。

「うん……。」

　あたしはふとんの上うえにすわって、ティナちゃんを見みる。

「あのね、女じょ子し会かいのときに、ティナちゃんがあたしに『子こどもなんだから。』って言いっていたよね？」

「あ～、あれ？　やだ、まだ気きにしているの？」

　ティナちゃんもあたしの前まえにすわった。

「うん。きょうね、自じ分ぶんでもそのとおりだって思おもったの。あたし、ほんとに自じ分ぶんのことしか考かんがえていなかったって気きがついた。カイト君くんだって、ティナちゃんのことを、あんなに考かんがえているっていうのに……。」

　言いいながら、目めに涙なみだがにじむ。

「ちょっと、ハナビ。泣ないているの？」

　混こん乱らんしているティナちゃんに、アメリカでヤマト君くんがどんな様よう子すだったかを話はなした。

「え～。そうだったんだ。ヤマト君くん、ハナビにも言いえなかったんだね。」

　ティナちゃんもおどろいて、しずかにうなずく。

「あたしときたら、能のう天てん気きなＬＩＮＥラインばっかり送おくっちゃって……。『アメリカでの生せい活かつはどう？』って聞きいたとき、ヤマト君くんから『まあまあ楽たのしくやっているよ』って返かえってきたのを、うのみにしていた……。

　今いま思おもえば、メッセージの文ぶん面めんもぜんぜん元げん気きじゃないのに。打うつのがめんどくさいのかなとか思おもっちゃったりして。あ～、もう自じ分ぶんがいやっ。」

　あたしは頭あたまからふとんをかぶった。ティナちゃんが、ふうっと息いきをはいて言いう。

「男おとこの子こって、かっこつけちゃうからねえ。それに、ヤマト君くんは、ＬＩＮＥラインは苦にが手てって言いっていたみたいだけど、ハナビから送おくられてくるペンギンのスタンプには、いやされていたんじゃないかしら？」

　ティナちゃんはペンギンのぬいぐるみを、あたしにわたした。それは、ヤマト君くんからおみやげにもらって、ねるときは、いつもまくら元もとにおいているものだ。

「でなきゃ、男だん子し高こう校こう生せいが、こんなバカみたいに大おおきなぬいぐるみを、わざわざアメリカから連つれてこないでしょ。」

　笑わらいながら、ペンギンの頭あたまをなでる。

「そっ、そうだね……。ありがとう、ティナちゃん！　あまえてばかりじゃなく、もっと人ひとのことを思おもえる自じ分ぶんにならなきゃね。」

　あたしはペンギンの頭あたまをおして、いっしょにおじぎをした。

「じゃあ、そういうことで、この〝ヤマトペンギン君くん〟を相あい手てに、練れん習しゅうしておきましょうか。」

　ティナちゃんが声こわ色いろを変かえ、ニヤ～ッと笑えみをうかべる。

「練れん習しゅう？　なんの？」

「ちょっと～。わすれないでよ。ファーストキスよ！」

　しまった、すっかりわすれていた！

「いや、それは、やっぱりまだ早はやいよ。今こん回かいはあやまるので、せいいっぱい！」

　にげようとするあたしの手てを、ティナちゃんがつかみ、

「『ハナビっ、おれ、おまえへの気き持もちが止とまらねえよ』。」

　声こえを低ひくくして、ペンギンを動うごかしながらヤマト君くんのものまねらしきセリフをしゃべった。

「ちょっ、ティナちゃん、やめて。ぜんぜんにてないからっ。」

　あたしはひさしぶりにお腹なかをかかえて笑わらった。





10　ファーストキス







　花はな火び大たい会かい当とう日じつ、あたしとティナちゃんとカレンちゃんは、さっさと『夜よるカフェ塾じゅく』を切きり上あげた。愛あい子こさんに着きつけを手て伝つだってもらいながら、浴衣ゆかたに着きがえる。

　いっしょに勉べん強きょうをしていたミウちゃんは、『暑あついし、歩あるきにくい。』と言いって、浴衣ゆかたは着きなかった。

　けれど、いつもとちょっとふんいきがちがって見みえるのは、うっすらとメイクをしているせいかな。

　あたしは愛あい子こさんが昔むかし着きていた、きれいなあい染ぞめの浴衣ゆかたを借かりた。シックなあい色いろの浴衣ゆかたに、あわい水みず色いろの帯おびをしめる。ちょっと大人おとなっぽい浴衣ゆかただ。

「ヘアスタイルも大人おとなっぽくしようよ！　だって、きょうは大だい事じな日ひだもんね。」

　ティナちゃんがヘアアイロンを持もって、にっこり笑わらうと、あたしの髪かみをセットしてくれた。前まえに浴衣ゆかたを着きたときにやってくれたように、ふんわりと巻まいた髪かみを、編あみこみしながら横よこに流ながして、かんざしでとめる。続つづいてカレンちゃんの髪かみもセット。

　最さい初しょは遠とおくから見みていたミウちゃんも、あたしたちの変かわりように興きょう味みを持もったのか、ティナちゃんにヘアアレンジをしてもらっている。

　準じゅん備びがととのい、みんなで一階かいにおりると、

「じゃ～ん！」

　ティナちゃんが手てを広ひろげた。カフェでは、ヤマト君くんとリョウマ君くんが、閉へい店てん後ごのかたづけをしている。
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　ドキドキしながらヤマト君くんの顔かおをうかがうと、ばっちり目めが合あった。

　いつもなら、じょうだんまじりにコメントをするリョウマ君くんが、

「おっ、まあ、いいんじゃないっすか～？　ねえ？　ヤマト君くんはどうっすか？」

　照てれたように答こたえをはぐらかし、ヤマト君くんを見みる。

「おれにふるなよ。」

　ヤマト君くんはさっと目めをそらせて、

「あっ、あと少すこしで終おわるから、ちょっと待まってて。」

　もくもくと食しょっ器きをかたづけている。

　すると、ノック音おんが聞きこえて、カフェのドアが開あいた。

「あの、閉へい店てんされたところ、失しつ礼れいします。」

　おどおどと、カイト君くんが中なかをのぞきこむ。

「カイト君くん、どうぞ、入はいって。」

　ティナちゃんが中なかへさそうと、

「こんばんは、佐さ久く間ま海かい斗とです！　きょうは、よろしくお願ねがいします。」

　カイト君くんが、あたしたちにおじぎをする。

　かたづけが終おわり、ナナミちゃんも集しゅう合ごうすると、みんなでカフェを出でた。

　会かい場じょうである河原かわら方ほう面めんへ向むかって歩あるいていると、だんだんと人ひとが増ふえてきた。

　商しょう店てん街がいでは、屋や台たいのほか、中ちゅう華か料りょう理り屋やや居い酒ざか屋やの前まえでも、おつまみやお弁べん当とうや飲のみ物ものが売うられていて、花はな火び大たい会かいが始はじまる前まえから熱ねっ気きであふれている。

　あたしたちも、たこ焼やきやサイコロステーキや焼やきそばのおいしそうなにおいにつられて、必かならずだれかが足あしを止とめた。

　となりにいるヤマト君くんも、楽たのしそうにその様よう子すをながめている。

　ティナちゃんとカイト君くんは、いっしょに綿わたあめを食たべながら、笑わらっている。

　ちょっぴり上うわ目めづかいで見みたり、口くちをとがらせたり、ティナちゃんの表ひょう情じょうがとってもかわいらしい。

　ティナちゃんがリツさんに恋こいをしていたときに見みせた、あのふんいきを思おもい出だす。

　ちゃんと恋こいをしている顔かおだよ、ティナちゃん。

　そんな二人ふたりの様よう子すを見みていると、ティナちゃんがあたしの視し線せんに気きがついた。そして、少すこしはじらうように笑わらい、ピースサインをしてみせた。

　なんだかんだいって、うまくいきそうな予よ感かん。

　しばらくみんなで商しょう店てん街がいを歩あるいていると、古ふるい焼やき鳥とり屋やの前まえにある出で店みせで、店みせのおじさんがリョウマ君くんに声こえをかける。

「おう、リョウマ！　なんだなんだ？　かわいい子こたちをつれて、デートか!?」

「残ざん念ねん！　全ぜん員いん、おれに興きょう味みなしっす。」

　リョウマ君くんとおじさんは顔かおなじみらしく、明あかるい調ちょう子しで答こたえる。

「そりゃあ、もったいねえな。」

　おじさんが豪ごう快かいに笑わらう。

「まぁ、これ食くって、元げん気き出だせ！　みんなも、サービスだ。持もってけ！」

「いいんですか？　いただきます！」

　リョウマ君くんがおじさんから焼やき鳥とりを受うけ取とり、あたしたちに手てまねきをした。

「ありがとうございます！」

　あたしたちも一本ぽんずつ焼やき鳥とりをごちそうになり、お礼れいを言いって、店みせをあとにする。

「今いまの人ひとは、どういう知しり合あい？　さっきも、べつの店みせの人ひととしゃべってたでしょ？」

　ミウちゃんがリョウマ君くんにたずねる。

「みんな、うちの野や菜さいをとどけている店みせの人ひとたちだよ。もともと、じいちゃんの知しり合あいの人ひとたちで、おれも小ちいさいころからお世せ話わになったんだ。」

　リョウマ君くんは、最さい後ごの焼やき鳥とりをパクッと口くちに入いれると、

「あっ、みんなも、『焼やき鳥とり屋や・ぴいちゃん』をよろしくな。親おやや友ともだちにも言いっといてくれよな。『焼やき鳥とりといえば、ぴいちゃんだ』って！」

　ニカッと笑わらって、言いった。

「ぬかりない。」

　ミウちゃんがクスッと笑わらう。

　そんなリョウマ君くんを見みていたヤマト君くんが、つぶやく。

「リョウマって、すごいな。」

「ほんとだよね。だれとでも仲なかよくなっちゃうし、いつも元げん気きにしてくれるんだ。あっ、〝みんなを〟ね！」

　あたしはすぐにつけくわえた。

「うん、わかってるよ。今こん回かいはいろんなことを考かんがえさせられた。」

「考かんがえさせられた？」

「うん。相あい手てのことをほんとに想おもうってどういうことか、リョウマに教おしえられたよ。」

　ヤマト君くんは、ふっと笑わらって、

「おれも、負まけてられねえな。」

　あたしの髪かみをクシュッとなでた。ヤマト君くんの言こと葉ばに、ドキッとした。相あい手てのことを想おもっていなかったのは、あたしのほうだ……。

　会かい場じょうの河原かわらの近ちかくまで来きたところで、リョウマ君くんがふりかえった。

「どうする？　花はな火びが始はじまるまで、あと三十分ぷんくらいはあるけど。このさい、自じ由ゆう行こう動どうにしようぜ。」

　とつぜんの提てい案あんに、カレンちゃんが手てをあげる。

「賛さん成せい！」

　あたしに向むかって、ウィンクをした。

「じゃ、そういうことで。〝射しゃ的てき〟勝しょう負ぶする人ひと！」

　リョウマ君くんが、ミウちゃんやカレンちゃんたちに声こえをかける。

「のった！」

　こんどはミウちゃんが、いちばんに手てをあげた。

「わたしもやる！」

　意い外がいにも、ナナミちゃんが話はなしにのった。

「でっ、何なにをかける!?」

　ミウちゃんは、あごをくいっとあげる。

「え～、かけるの？　わたし、そういうのは苦にが手て～。」

　カレンちゃんが文もん句くを言いうけれど、ほかの三人にんはおかまいなしに、勝しょう者しゃの特とく典てんを相そう談だんしはじめた。

「じゃあ、わたしたちは、先さきに河原かわらに行いってるわね。」

　ティナちゃんは大おおきな声こえで言いうと、カイト君くんと二人ふたりで行いってしまった。

「おれたちは、どうする？　どこか、まわりたいところある？」

　ヤマト君くんがたずねた。

「あたしは……。」

　お店みせを見みて歩あるくのも楽たのしいけれど、それよりもまずは、ヤマト君くんとゆっくり話はなしがしたい。そして、あやまりたい……。

　答こたえにまよっていると、

「とりあえず、ぷらっと歩あるいてから会かい場じょうに行いこうか。」

　ヤマト君くんが先さきに提てい案あんした。

　商しょう店てん街がいをはなれて、土ど手てぞいのおしゃれなカフェがならぶ道みちを歩あるいていく。カフェの前まえでは、花はな火び大たい会かい用ように用よう意いされた、かき氷ごおりやクレープなどが売うられている。

　かき氷ごおりを買かい求もとめる人ひとの列れつの中なかに、ラウラちゃんがならんでいるのが見みえた。

「ラウラ！」

　ヤマト君くんが声こえをかけた。

「ヤマト、ハナビ！」

　ラウラちゃんがあたしたちに気きづくと、列れつから飛とび出だして、うれしそうに走はしってきた。

「あっ、そのＴティーシャツ。」

　あたしが指ゆびをさすと、ラウラちゃんが胸むねをはってみせる。きのう、あたしがリメイクしたＴティーシャツを、きょうも着きてくれている。

　しばらく三人にんで話はなしていると、

「きのう、ラウラ、お世せ話わになりました。どうもありがとう。」

　ラウラちゃんのお母かあさんが、あたしたちに声こえをかけた。手てにはブルーハワイのかき氷ごおりをいくつも持もっている。

「Ｔティーシャツ、ラウラ、すごくお気きに入いり。」

　お母かあさんが、あたしに笑わらいかけた。

「よろこんでもらえて、うれしいです。」

　笑え顔がおで答こたえる。

　お母かあさんは、夏なつ休やすみが終おわっても、『夜よるカフェ』に行いきたいと、ラウラちゃんが話はなしていることを教おしえてくれた。

　あたしは『ぜひ、来きてほしいです。』と伝つたえた。あとでみんなにも、報ほう告こくしなくちゃ！

　別わかれぎわに、お母かあさんがあたしとヤマト君くんにかき氷ごおりをくれた。

「よかったね！　ラウラちゃん、『夜よるカフェ』を気きに入いってくれて。」

　かき氷ごおりを食たべながら、ヤマト君くんに話はなしかける。

「みんなの、あのふんいきを気きに入いってくれたんだと思おもうよ。」

　ヤマト君くんもうれしそうに言いう。

「あたしも、英えい語ごをもっと勉べん強きょうしておかなきゃ！　ヤマト君くんがアメリカへ帰かえっちゃってからも……。」

　言いいながら、あたしは言こと葉ばにつまった。

「ん？　どうした？」

　ヤマト君くんがあたしの顔かおをのぞく。

　ヤマト君くんが、また遠とおいアメリカへ行いっちゃう……。

　こんなに近ちかくにいるのは、今いまだけなんだ……。

　急きゅうに、さびしさがおそってくる。

「ハナビ？」

　だまっているあたしを、不ふ思し議ぎそうに見みた。

「ヤマト君くん、ちょっといい？」

　とっさに、あたしはヤマト君くんの手てをつかんで歩あるきだした。ちゃんと話はなしたい。ヤマト君くんに、きのうからかかえている、この想おもいを伝つたえたい……。

　けれど、どこもかしこも人ひとが多おおくて、落おち着ついて話はなせる場ば所しょがない。できるだけ人ひとが少すくないところへ……。

「ハナビ、どこに行いくんだ？」

　ヤマト君くんがうしろからたずねるけれど、自じ分ぶんでもよくわからず、答こたえられない。

　あたしは路ろ地じ裏うらに入はいり、少すこし開ひらけた坂さかのとちゅうで足あしを止とめた。

「いきなり、どうしたんだよ？　花はな火び、始はじまるぞ。」

　ヤマト君くんがたずねる。

「あたし、どうしてもヤマト君くんに、あやまりたかったの！」

　ふりかえって、言いった。

「あやまる？」

　意い味みがわからない、というようにヤマト君くんは首くびをかしげた。

「うん。きのうの夜よる、カレンちゃんから聞きいたの。ヤマト君くんとラウラちゃんの会かい話わをカレンちゃんが聞きいていて。ヤマト君くんがアメリカでたいへんだったことを……。」

「ああ……。」

「あたし、何なにも知しらなくて、聞きこうともしなくて。自じ分ぶんのことしか考かんがえていなかった。

　ヤマト君くんにはげましてもらいたい、もっと心しん配ぱいしてもらいたいって、いつもあまえてばかり。

　ヤマト君くんの気き持もちを、まったく考かんがえていなかったの。

　それなのに、あたしのことを『わすれたんじゃないか』って、バカみたいなことまで考かんがえちゃって……。

　それに、ヤマト君くんのことも、知しらないことばかり。あたし……、もっともっと、ヤマト君くんのことを知しりたい。だから、またゼロから、つきあってください。」

　あたしは頭あたまを下さげた。

「おれのほうこそ、言こと葉ば足たらずで、ごめん。」

　だまって聞きいていたヤマト君くんが、しずかに答こたえた。

「べつに、知しられたくなかったわけじゃないんだ。ただ、ハナビに心しん配ぱいさせたくなかったから。おまえのことだから、おれ以い上じょうに、へこみそうだろ？」

　ヤマト君くんがふっと笑わらう。けれど、すぐに考かんがえこんで、

「いや、ちがうな……。」

　つぶやいた。

「自じ分ぶんがアメリカでいじめられているなんて、かっこ悪わるくて言いえなかっただけだ。」

「かっこ悪わるくなんかないよ。」

　あたしはすぐに言いった。

「でも、アメリカへ行いくときに、ちゃんと家か族ぞくと向むき合あいたいって言いったくせに、母はは親おやにも父ちち親おやにも、学がっ校こうでのことは相そう談だんすらできない状じょう態たいだったし。今いまも関かん係けいがいいとは言いえないしな。そのことも、知しられたくなかった。

　だから、ハナビがあやまる必ひつ要ようはないよ。」

「でも……。」

「それにハナビは、おれのことを考かんがえてくれていたよ。毎まい回かいのＬＩＮＥラインだって、いつもはげまされてた。元げん気きをもらってた。ハナビは、ちゃんと、想おもってくれていたよ。」

　ヤマト君くんがほほえんだ。その言こと葉ばに、じわっと、涙なみだがあふれる……。

「ほんとに……？」

「うん。」

　ポロポロと涙なみだがこぼれ出だした。

「とどいてたよ、ハナビの気き持もち。」

　ヤマト君くんが、あたしのほおに手てをふれて、涙なみだをぬぐった。目めをとじると、やさしいぬくもりが、ヤマト君くんの手てから伝つたわってくるのを感かんじる。

　そのとき、ヤマト君くんのくちびるが、あたしのくちびるにふれた。

　えっ？　えっ？　え～～っ！

　心しん臓ぞうが飛とび出だしそうなくらいバクバクしている。ファ、ファーストキス!?




　花はな火びが打うち上あがる音おとが聞きこえる。

　まるで、あたしたちの新あたらしい始はじまりを祝いわってくれているように……。




　くちびるがはなれると、目めの前まえにいるヤマト君くんの笑え顔がおが見みえる。

「好すきだよ、ハナビ……。」

　ヤマト君くんの声こえが花はな火びの音おとに重かさなった。

「あたしも、大だい好すき！」

　あたしは、花はな火びの音おとに負まけないように、大おおきな声こえで答こたえた。





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





あとがき







『夜よるカフェ』もついに十巻かんになりました！　一巻かんが発はつ売ばいされてから、もうすぐ三年ねんになります！

　こんなに長ながく続つづけられるなんて、信しんじられないくらいです。

　ずっと応おう援えんしてくれる、みなさんのおかげです。

　ほんとうにありがとうございます。




　今こん回かいは恋こいバナ（恋こいのお話はなし）。ハナビをはさんで、ヤマトとリョウマのイケメン二人ふたり。

　みなさんが送おくってくれる感かん想そうを読よむと、ヤマト派はとリョウマ派はとに分わかれているみたいです。

　わたしも、すご～く悩なやみました。ヤマトの大人おとなっぽさもいいし、リョウマの明あかるいやさしさもいいし……。う～ん、決きめられな～い！

　書かきだしてからも、しばらく悩なやんで……。で、今こん回かいの展てん開かいとなりました。

　みなさんは、どんなふうに思おもったのかな？

　それにしても、恋こいというのは、なかなかむずかしい。

　自じ分ぶんが好すきになっても、相あい手ても自じ分ぶんを好すきになってくれるとはかぎらないし。逆ぎゃくに、自じ分ぶんを好すきになってくれた人ひとを、好すきになれるともかぎらないし。

　アイドルや漫まん画がの登とう場じょう人じん物ぶつが好すきな人ひともいるよね。それはそれで楽たのしいし……。

　とにかく、みなさんの意い見けんが聞ききたいでーす。おたよりでも、青あおい鳥とり文ぶん庫このウェブサイトからでも、私わたしのホームページ（yokokurahashi.amebaownd.com）からでもいいので、送おくってくれると、ほんとうにうれしいです。よろしくお願ねがいしまーす。




　それにしても、去きょ年ねんと今こ年としは、コロナ、コロナで大たい変へんな時とき。

　コロナウイルスはしぶとくて、なかなか退たい散さんしてくれない。

　だから、どうしても前まえと同おなじようには過すごせなくなってしまっている。

　自じ由ゆうにだれかと会あったり、だれかのうちに遊あそびに行いったり、旅りょ行こうに行いったり……。

　そういうことが、当あたり前まえにできなくなってしまうと、やっぱり知しらないうちにストレスがたまってしまうよね。

　私わたしもそうです。だから、めちゃくちゃ一いっ生しょう懸けん命めい体たい操そうしたり、一いっ生しょう懸けん命めい歩あるいたりしています。

　だけど、体からだのストレスはそれで発はっ散さんできても、心こころのストレスはしつこくへばりついている気きがします。やっぱり人ひとと会あったり、話はなしたり、遊あそんだり、笑わらったり、泣ないたり、ケンカしたり──そういうつながりを求もとめてしまうのかなって思おもいます。

『夜よるカフェ』はまさにそういうつながりを感かんじられる場ば所しょ。みなさんもぜひ本ほんの中なかに遊あそびに来きてくださいね。そして、ハナビたちといっしょに笑わらいあいましょう。

　今こん回かいはひさしぶりにカバーにヤマト君くんが登とう場じょう。すてきなヤマト君くんを描えがいてくださった、たま先せん生せいに感かん謝しゃ、感かん謝しゃです。そして、この本ほんに関かかわってくださっているみなさまにも、心こころから「ありがとうございます」とお伝つたえしたいです。

　次じ回かいは来らい年ねんの一月がつに発はつ売ばい予よ定ていです。年とし明あけですが、そのときまた笑え顔がおで会あいましょう！





読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　スマホゲーム「＃コンパス～戦闘摂理解析システム～」のマルコス'55のキャラクターデザインも手がける。





本作品は、二〇二一年九月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







夜よるカフェ⑩




二〇二一年一〇月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2021


発行者　鈴木章一

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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